
植
民
地
朝
鮮
に
渡
っ
た
コ
ロ
ニ
ア
ル

O

ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー

ー
日
本
人
女
教
員
を
中
心
に
一

朴

宣

美
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【
要
約
】
　
本
稿
は
、
植
民
地
朝
鮮
に
渡
っ
た
コ
ロ
ニ
ア
ル
こ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
と
し
て
の
日
本
人
女
教
員
に
つ
い
て
、
日
本
女
性
の
朝
鮮
認
識
・
帝
国
意

識
や
、
帝
国
の
担
い
手
論
の
観
点
か
ら
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
　
九
〇
〇
年
代
初
期
か
ら
臼
韓
併
合
直
後
ま
で
の
時
期
に
、
ど
の
よ
う

な
日
本
女
性
た
ち
が
朝
鮮
に
渡
り
、
何
を
見
て
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
た
か
を
分
析
す
る
。
第
二
章
で
は
、
日
本
人
女
教
員
が
朝
鮮
に
ど
れ
ほ
ど
い
た
か

を
、
日
韓
併
合
以
前
と
以
後
に
わ
け
て
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
章
で
は
、
日
本
の
朝
鮮
支
配
に
よ
っ
て
遅
れ
た
朝
鮮
・
野
蛮
な
朝
鮮
人
を
誰
が
教
え
導
く

か
と
い
う
帝
国
の
困
難
な
課
題
が
台
頭
す
る
中
、
日
本
人
女
教
員
は
ど
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
考
え
ら
れ
朝
鮮
に
送
ら
れ
た
か
、
そ
し
て
彼
女
ら
の
意
識

と
役
割
は
ど
う
だ
っ
た
か
を
分
析
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
七
巻
一
号
　
二
〇
一
四
年
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
日
本
帝
国
主
義
は
西
洋
帝
国
主
義
と
岡
様
、
遅
れ
た
朝
鮮
の
文
明
化
と
い
う
支
配
の
正
当
化
の
論
理
に
立
っ
て
、
文
明
の
「
福
音
」
を
伝
播

す
る
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
（
植
民
地
伝
道
者
）
を
朝
鮮
に
送
っ
た
。
帝
国
の
形
成
と
と
も
に
、
自
ら
の
信
念
で
帝
国
を
支
え
よ
う

と
す
る
人
び
と
が
登
場
し
、
植
民
地
の
人
び
と
に
向
か
っ
て
帝
国
の
様
々
な
価
値
を
伝
え
よ
う
と
し
た
。

　
こ
こ
で
い
う
コ
ロ
ニ
ア
ル
こ
・
、
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
と
は
、
日
本
日
先
進
・
文
明
、
朝
鮮
H
後
進
・
野
蛮
と
い
う
観
点
か
ら
、
日
本
人
と
し
て
朝
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鮮
で
教
育
・
医
療
・
社
会
福
祉
等
の
活
動
を
行
い
、
朝
鮮
の
文
明
化
に
努
め
る
こ
と
で
支
配
秩
序
の
安
定
と
浸
透
に
貢
献
し
よ
う
と
し
た
人
た

ち
を
指
す
。
朝
鮮
人
の
指
導
・
教
化
を
自
己
の
使
命
と
し
た
彼
ら
は
、
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
を
前
面
に
押
し
立
て
た
西
洋
列
強
に
対
し
、
そ
の

よ
う
な
宣
教
師
不
在
の
日
本
に
お
い
て
、
帝
国
の
価
値
を
植
民
地
の
人
び
と
に
伝
道
す
る
役
割
を
担
っ
た
。
彼
ら
の
意
識
と
行
動
は
、
日
本
帝

国
の
存
立
と
繁
栄
を
支
え
た
人
的
基
盤
の
構
築
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、
そ
の
研
究
は

朝
鮮
近
代
史
や
日
本
近
代
史
の
両
研
究
分
野
に
お
い
て
立
ち
遅
れ
て
い
る
と
三
口
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
本
稿
で
は
、
日
本
帝
国
の
コ
ロ
ニ
ア
ル
こ
、
、
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
に
関
す
る
筆
者
の
先
行
研
究
の
展
開
と
し
て
、
朝
鮮
に
渡
っ
た
日
本
人
女
教
員

を
取
り
上
げ
る
。
す
な
わ
ち
先
行
研
究
で
は
、
朝
鮮
の
女
子
日
本
留
学
生
を
支
援
す
る
教
育
事
業
を
行
っ
た
柳
原
吉
兵
衛
と
い
う
人
物
を
、
帝

国
の
中
で
新
た
に
登
場
し
た
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
の
一
例
と
し
て
分
析
し
た
が
、
本
稿
で
は
、
朝
鮮
人
の
教
育
の
た
め
に
朝
鮮
に

「
移
動
」
し
た
日
本
人
女
教
員
と
い
う
教
育
者
集
団
を
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
の
視
点
か
ら
分
析
す
る
。

　
も
と
よ
り
、
日
本
人
女
教
員
を
欧
米
の
キ
リ
ス
ト
教
海
外
伝
道
組
織
が
異
教
徒
地
に
送
っ
た
宣
教
師
と
同
質
の
集
団
と
し
て
見
な
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
彼
女
ら
は
、
日
本
の
師
範
教
育
制
度
に
よ
っ
て
養
成
さ
れ
、
朝
鮮
へ
渡
っ
た
人
た
ち
で
あ
る
。
初
等
教
員
の
場
合
は
、
朝
鮮
で
実

施
さ
れ
た
師
範
教
育
制
度
に
よ
っ
て
鴛
出
さ
れ
た
者
も
多
い
。
国
家
に
よ
っ
て
養
成
さ
れ
、
派
遣
・
配
置
さ
れ
た
教
員
は
、
宗
教
的
使
命
感
に

基
づ
く
自
発
的
な
本
来
の
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
と
は
異
な
る
。
し
か
し
、
本
論
で
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
、
日
清
・
日
露
戦
争
を
経
て
日
韓
併
合

へ
と
、
日
本
の
朝
鮮
支
配
が
確
実
に
拡
大
し
て
い
く
中
で
、
日
本
の
知
識
人
に
よ
る
朝
鮮
論
が
盛
ん
に
な
り
、
そ
こ
で
、
朝
鮮
に
渡
る
日
本
人

教
員
は
、
か
つ
て
日
本
に
渡
っ
て
教
育
事
業
等
を
行
っ
た
西
洋
宣
教
師
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
見
な
さ
れ
た
。
西
洋
列
強
の
尋
問
入
り
を
果
た

し
、
受
容
し
た
西
洋
文
明
を
他
の
ア
ジ
ア
地
域
や
諸
民
族
に
普
及
す
る
立
場
に
転
じ
た
日
本
社
会
に
お
い
て
、
日
本
人
教
員
は
、
コ
ロ
ニ
ア

ル
こ
、
、
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
と
し
て
認
識
さ
れ
朝
鮮
へ
送
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
。

　
従
来
、
朝
鮮
に
お
け
る
日
本
人
教
員
に
つ
い
て
、
朝
鮮
総
督
府
の
教
育
政
策
の
観
点
か
ら
、
主
に
師
範
学
校
制
度
や
初
等
教
員
の
実
態
が
明

　
　
　
　
　
②

ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
こ
で
日
本
人
教
員
が
朝
鮮
で
果
し
た
役
舗
に
関
し
て
概
ね
異
論
は
な
い
。
彼
ら
は
、
朝
鮮
支
配
の
第
一
線
に
立
っ
て
朝
鮮
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人
の
同
化
・
皇
民
化
の
先
棒
を
担
い
だ
、
植
民
地
支
配
の
買
い
手
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
朝
鮮
総
督
府
が
実
施
し
た
学
校

教
育
の
基
本
理
念
通
り
に
、
日
本
と
い
う
国
家
に
忠
良
な
臣
民
を
作
り
出
そ
う
と
し
た
。
特
に
、
日
本
人
女
教
員
の
場
合
は
、
母
・
妻
・
主
婦

に
な
る
朝
鮮
の
女
子
生
徒
の
婦
徳
の
酒
煎
に
努
め
、
朝
鮮
家
庭
の
改
良
・
日
本
化
を
行
い
、
支
配
の
安
定
化
を
図
っ
た
。

　
し
か
し
、
日
本
入
教
員
を
朝
鮮
に
送
り
出
す
帝
国
の
内
部
に
お
い
て
（
帝
国
の
担
い
手
を
培
う
土
壌
で
あ
る
日
本
社
会
の
世
論
に
お
い
て
）
、
彼
ら

の
存
在
が
い
か
に
認
識
さ
れ
た
か
は
、
あ
ま
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
日
本
人
教
員
の
意
識
に
関
し
て
も
、
総
じ
て
「
日
韓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

併
合
に
な
ん
ら
疑
問
を
抱
く
こ
と
な
く
、
朝
鮮
人
に
同
化
教
育
を
施
す
こ
と
は
む
し
ろ
彼
ら
に
対
す
る
恩
恵
で
あ
る
」
と
い
う
植
民
地
教
育
観

を
持
ち
、
植
民
地
政
策
の
中
で
与
え
ら
れ
た
役
割
を
忠
実
に
遂
行
し
た
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
遂
行
者
と
し
て
の
意
識
の
中
身
に
つ
い
て
は
分
析

が
不
十
分
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
日
本
入
女
教
員
の
意
識
は
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
朝
鮮
に
渡
っ
た
日
本
人
女
教
員
を
、
国
家
の
教
育
政
策
に
よ
っ
て
養
成
さ
れ
た
帝
国
の
担
い
手
と
し
て
で
は
な
く
、
人
び
と
の

帝
国
意
識
と
い
う
土
壌
が
産
み
育
て
、
植
民
地
に
供
給
し
た
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
と
し
て
分
析
す
る
。
こ
の
視
点
か
ら
は
、
彼
女

ら
を
送
り
出
す
B
本
社
会
の
認
識
と
彼
女
ら
の
自
己
認
識
を
　
棄
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
国
家
と
の
関
係
で
担
っ
た
公
的
な

役
割
に
よ
っ
て
よ
り
、
彼
女
た
ち
の
意
識
が
朝
鮮
人
に
も
た
ら
し
た
も
の
は
何
だ
っ
た
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
日
本
人
女
教
員
を
送
り
出
す
日
本
社
会
の
朝
鮮
認
識
に
関
し
て
、
本
稿
で
は
ま
ず
、
女
子
教
育
な
ど
の
女
性
関
連
問
題
の
世
論
形
成
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
婦
人
雑
誌
（
『
婦
女
新
嬰
、
『
女
学
世
界
㎏
、
嬬
人
界
蜘
、
『
ム
ラ
サ
キ
睡
と
い
っ
た
明
治
の
婦
人
雑
誌
）
や
、
卒
業
生
が
朝
鮮
に
渡
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
女
子
高
等
師
範
学
校
と
日
本
女
子
大
学
校
の
同
窓
会
機
関
紙
（
今
ま
で
学
校
史
研
究
の
他
に
あ
ま
り
史
料
と
し
て
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
）
を
用
い
て
、

日
本
女
性
の
朝
鮮
認
識
・
帝
国
意
識
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
を
分
析
す
る
。

　
日
本
女
性
の
帝
国
意
識
の
問
題
は
、
日
本
の
女
性
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
研
究
に
お
い
て
早
く
か
ら
そ
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
成
果
も
あ
る

程
度
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
朝
鮮
に
渡
っ
た
日
本
女
性
（
奥
村
五
百
子
、
淵
当
量
恵
、
津
田
節
子
）
の
生
涯
を
明
ら
か
に
し
た
任
展
慧
の
先
駆
的
な

　
⑤

研
究
以
来
、
戦
前
、
女
性
運
動
家
な
ど
と
し
て
名
を
挙
げ
た
日
本
女
性
た
ち
が
い
か
に
植
民
地
統
治
に
加
担
し
た
か
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
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⑥

て
き
た
。
近
年
、
日
本
女
性
の
戦
争
協
力
問
題
、
「
従
軍
慰
安
婦
問
題
」
研
究
の
進
展
に
つ
け
、
日
本
女
性
の
植
民
地
認
識
・
帝
国
意
識
が
問

い
直
さ
れ
て
お
り
、
帝
国
主
義
の
支
配
の
下
に
苦
し
む
植
民
地
女
性
を
「
救
済
」
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
日
本
女
性
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
見
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

し
が
呼
び
か
け
ら
れ
も
し
た
。
本
稿
で
は
、
名
の
あ
る
日
本
女
性
個
別
の
帝
国
意
識
や
行
動
を
例
に
挙
げ
る
今
ま
で
の
方
法
論
か
ら
脱
却
し
、

日
本
女
性
の
問
に
広
が
っ
て
い
た
帝
国
意
識
・
植
民
地
認
識
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
さ
ら
に
、
本
稿
で
は
朝
鮮
へ
渡
る
日
本
人
女
教
員
は
日
本
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
た
か
を
、
『
婦
女
新
聞
』
の
社
説
等
を
も

っ
て
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
は
誰
が
朝
鮮
人
を
教
え
導
く
の
か
に
関
す
る
議
論
と
し
て
、
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
論
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
論
は
、
戦
前
の
日
本
に
お
い
て
い
か
に
生
成
・
展
開
し
た
か
を
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

本
稿
で
は
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
女
子
教
育
の
拡
大
や
内
容
の
充
実
を
訴
え
言
論
活
動
を
行
っ
た
女
子
教
育
関
係
者
な
ど
の
考
え
を
取
り
上
げ

る
。　

最
後
に
、
以
上
の
よ
う
な
日
本
社
会
の
土
壌
（
女
性
知
識
人
の
認
識
や
社
会
世
論
）
に
培
養
さ
れ
て
送
り
出
さ
れ
た
日
本
人
女
教
員
は
、
い
か

な
る
意
識
を
持
ち
、
朝
鮮
人
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
を
検
討
す
る
。
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
の
役
割
を
解
明
す
る
に
は
、
史
料
的

に
難
点
が
あ
る
が
韮
観
的
認
識
・
意
識
を
媒
介
と
す
る
点
や
、
史
料
が
少
な
い
点
な
ど
）
、
事
例
を
手
が
か
り
と
し
て
分
析
を
行
う
。

　
第
一
章
で
は
、
日
本
の
膨
張
・
帝
国
の
展
開
を
う
け
て
、
女
性
た
ち
が
い
か
な
る
朝
鮮
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
分
析
す
る
。
第
二
章
で

は
、
朝
鮮
に
い
た
日
本
人
女
教
員
の
数
的
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
章
で
は
、
日
本
社
会
に
お
け
る
女
教
員
に
対
す
る
認
識
と
、
彼
女
た

ち
の
自
己
認
識
、
な
ら
び
に
彼
女
た
ち
の
果
し
た
役
割
は
何
だ
っ
た
か
を
分
析
す
る
。

①
拙
稿
「
柳
原
吉
兵
衛
の
研
究
－
地
域
に
お
け
る
『
帝
国
』
の
新
し
い
担
い
手

　
の
登
場
1
」
『
二
十
世
紀
研
究
』
京
都
大
学
二
十
世
紀
研
究
編
集
委
員
会
、
創

　
刊
ロ
万
、
二
〇
〇
〇
年
、
　
一
一
＝
一
～
＝
二
六
頁
。

②
数
多
い
先
行
研
究
の
申
で
、
山
下
達
也
『
植
民
地
朝
鮮
の
学
校
教
員
－
初
等

　
教
員
集
団
と
植
民
地
支
配
⊥
（
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
　
年
）
は
、
代

　
表
的
な
研
究
の
｝
つ
と
言
え
よ
う
。

③
稲
葉
継
雄
『
旧
韓
国
～
朝
鮮
の
日
本
人
教
員
』
（
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇

　
一
年
）
二
〇
一
頁
。

④
女
子
高
等
師
範
学
校
（
一
九
〇
八
年
に
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
と
改
称
）
同

　
窓
会
櫻
町
会
（
一
九
〇
三
年
創
立
）
は
、
咽
下
蔭
会
会
報
㎞
（
一
九
〇
三
～
四
三
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年
）
を
刊
行
し
た
。
日
本
女
子
大
学
校
同
窓
会
櫻
際
会
（
一
九
〇
四
年
設
立
）
は
、

　
『
家
庭
週
報
』
（
　
九
〇
四
～
五
…
年
〉
を
刊
行
し
た
。
し
か
し
、
門
家
庭
週
報
』

　
は
、
一
九
〇
六
年
六
月
二
五
日
発
行
の
一
九
〇
号
を
も
っ
て
休
刊
し
、
同
大
学
出

　
版
の
『
女
子
大
学
講
義
』
付
録
唄
家
庭
』
に
合
併
さ
れ
た
が
、
一
九
～
二
年
に
再

　
刊
さ
れ
た
。
休
刊
中
、
櫻
楓
会
に
よ
り
『
花
紅
葉
㎞
や
『
櫻
直
会
通
信
』
が
刊
行

　
さ
れ
た
。

⑤
任
展
慧
「
朝
鮮
統
治
と
日
本
の
女
た
ち
」
も
ろ
さ
わ
よ
う
こ
編
糊
ド
キ
ュ
メ
ン

　
ト
女
の
百
年
（
五
）
1
女
と
権
力
－
匝
（
平
凡
社
、
一
九
七
八
年
）
八
七
～

　
一
四
四
頁
。

⑥
ア
ン
・
テ
ユ
ン
（
曽
嘲
。
τ
）
刃
「
魁
囚
剣
舎
刈
号
斜
明
楽
－
妥
結
翌
製
讐

　
明
想
歴
叫
早
き
呈
暑
暑
口
器
薯
剤
露
草
ス
T
潮
舛
遡
司
i
（
植
民
地
に
渡
っ

　
た
帝
国
女
性
一
在
朝
日
本
女
性
、
津
田
節
子
を
通
し
て
見
た
植
民
地
主
義
と
ジ

　
ェ
ン
ダ
ー
1
）
」
『
韓
国
女
性
学
』
韓
国
女
性
学
会
、
第
二
四
巻
四
号
、
二
〇
〇

　
八
年
、
五
～
三
三
頁
。
米
田
佐
代
子
「
『
帝
国
㎞
女
性
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
構
想
と
ア

　
ジ
ア
認
識
」
糊
歴
史
評
論
輪
第
六
二
四
号
、
二
〇
〇
二
年
、
　
　
～
一
五
頁
。
鈴
木

　
裕
子
咽
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
朝
鮮
輸
（
明
石
出
版
、
一
九
九
四
年
）
。
石
井
智
恵
美

　
　
　
　
　
　
　
　
第
【
章
　
日
本
女
性
は
朝
鮮
を
い
か
に
見
た
か

　
「
淵
沢
能
平
と
『
内
鮮
融
和
』
1
日
中
の
朝
鮮
統
治
下
に
お
け
る
女
性
ク
リ
ス

　
チ
ャ
ン
の
一
断
面
1
」
糊
基
督
教
論
集
』
青
山
学
院
大
学
基
督
教
学
会
、
第
三

　
五
号
、
一
九
九
二
年
、
六
五
～
八
八
頁
な
ど
。

⑦
宋
連
玉
『
脱
帝
国
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
求
め
て
1
朝
鮮
女
性
と
植
民
地
主
義

　
一
』
（
有
志
舎
、
二
〇
〇
九
年
）
。

⑧
『
婦
女
新
聞
』
は
、
教
師
で
あ
っ
た
福
島
四
郎
に
よ
っ
て
、
一
九
〇
〇
年
に
女

　
子
教
育
の
研
究
を
主
要
な
陰
的
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
。
女
子
高
等
師
範
学
校
の
開

　
校
（
一
八
九
〇
年
）
、
高
等
女
学
校
令
2
八
九
九
年
）
な
ど
、
女
子
中
等
・
高

　
等
教
育
が
開
始
さ
れ
、
軌
道
に
乗
り
だ
し
た
頃
で
あ
っ
た
。
一
九
四
二
年
ま
で
刊

　
行
さ
れ
た
週
刊
誌
と
し
て
、
社
説
は
創
刊
者
の
福
島
四
郎
が
担
当
し
た
。
時
事
問

　
題
、
婦
人
問
題
、
婦
人
界
や
女
学
界
の
動
向
（
霞
本
内
は
も
ち
ろ
ん
、
朝
鮮
の
婦

　
人
界
や
女
学
界
も
編
広
く
報
道
）
、
家
事
・
家
政
学
関
連
の
知
識
、
文
学
作
品
な

　
ど
、
そ
の
記
事
は
多
岐
に
渡
っ
た
。
主
に
中
等
程
度
の
教
育
を
受
け
た
中
産
階
級

　
の
女
性
を
読
者
と
し
、
女
性
関
連
問
題
の
世
論
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
詳
細

　
は
『
婦
女
親
聞
』
を
読
む
会
編
『
『
婦
女
新
聞
』
と
女
性
の
近
代
』
（
不
二
出
版
、

　
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。

　
日
本
人
の
朝
鮮
認
識
に
つ
い
て
は
、
明
治
時
期
を
中
心
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
朝
鮮
の
開
港
以
後
、
朝
鮮
旅
行
記
や
調
査
報
告
書
、
新

聞
や
雑
誌
の
朝
鮮
事
情
に
関
す
る
記
事
の
な
か
で
、
朝
鮮
は
い
か
に
遅
れ
、
野
蛮
か
（
例
え
ば
、
禿
山
、
頑
固
、
無
礼
、
怠
け
者
、
不
潔
等
）
が
多

く
述
べ
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
、
日
清
・
日
露
戦
争
を
へ
て
日
韓
併
合
へ
と
、
日
本
の
朝
鮮
支
配
が
加
速
す
る
時
期
に
お
い
て
、
少
な
か
ら
ぬ
学

者
・
知
識
人
は
、
朝
鮮
人
の
生
活
風
習
（
早
婚
、
劣
悪
な
住
居
環
境
、
虐
げ
ら
れ
る
女
性
の
生
活
等
）
や
朝
鮮
人
の
特
徴
（
無
規
律
、
無
気
力
、
頑
迷
固

晒
、
卑
劣
、
瀬
惰
、
国
家
観
念
の
欠
如
等
）
を
繰
り
返
し
否
定
的
に
語
っ
た
。
そ
れ
ら
の
言
説
に
よ
っ
て
日
本
社
会
に
「
遅
れ
た
朝
鮮
・
文
明
化

し
た
日
本
」
と
い
う
見
方
が
固
定
し
、
朝
鮮
蔑
視
観
が
広
が
っ
た
。
併
合
後
、
朝
鮮
総
督
府
に
よ
る
各
種
調
査
報
告
や
官
製
の
言
論
は
、
こ
う
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①

し
た
日
本
人
の
朝
鮮
観
（
朝
鮮
人
劣
等
論
）
を
増
幅
し
た
と
い
う
。

　
本
章
で
は
、
一
九
〇
〇
年
代
初
期
か
ら
日
韓
併
合
直
後
ま
で
（
遅
れ
た
朝
鮮
・
野
蛮
な
朝
鮮
人
と
い
う
蔑
視
観
が
日
本
社
会
に
浸
透
し
、
日
本
の
朝

鮮
支
配
は
文
明
社
会
の
当
然
の
権
利
で
あ
る
と
岡
時
に
、
遅
れ
た
朝
鮮
の
文
明
化
を
進
め
る
道
と
し
て
正
当
化
さ
れ
た
時
期
）
を
中
心
に
、
主
に
朝
鮮
女
性

や
家
庭
生
活
を
見
た
日
本
女
性
が
、
そ
こ
で
何
を
ど
の
よ
う
に
語
っ
た
の
か
を
分
析
し
、
日
本
女
性
の
中
で
芽
生
え
た
帝
国
意
識
の
一
端
を
明

ら
か
に
す
る
。

　
も
と
よ
り
、
日
本
女
性
は
、
当
時
す
で
に
日
本
社
会
に
流
布
し
て
い
た
朝
鮮
に
関
す
る
民
族
誌
的
な
知
識
や
人
種
的
な
偏
見
、
い
わ
ゆ
る
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ジ
ア
人
、
ア
ジ
ア
民
族
を
蔑
視
す
る
日
本
式
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
深
く
影
響
を
受
け
て
い
た
。
ま
た
、
朝
鮮
女
性
の
後
進
性
・
劣
等
性
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

い
て
書
き
記
し
た
の
は
、
日
本
女
性
だ
け
で
は
な
く
、
朝
鮮
を
旅
行
し
た
日
本
の
男
性
知
識
人
た
ち
に
も
い
る
。
つ
ま
り
、
当
時
、
書
き
記
さ

れ
た
朝
鮮
女
性
と
朝
鮮
女
性
の
生
活
は
、
そ
れ
が
女
性
に
よ
っ
て
で
あ
れ
、
男
性
に
よ
っ
て
で
あ
れ
、
基
本
的
に
は
遅
れ
た
朝
鮮
の
｝
断
面
と

し
て
表
さ
れ
て
お
り
、
文
明
化
と
い
う
「
福
音
」
を
朝
鮮
が
い
か
に
必
要
と
し
て
い
る
か
を
強
調
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

第
一
節
　
誰
が
朝
鮮
を
表
象
し
た
か

　
朝
鮮
に
渡
り
、
見
聞
し
た
朝
鮮
に
つ
い
て
、
本
国
の
女
性
た
ち
に
報
告
を
行
っ
た
日
本
女
性
は
、
大
き
く
わ
け
て
、
政
治
家
・
官
僚
・
企
業

家
等
の
家
族
と
し
て
朝
鮮
に
渡
っ
た
人
か
、
朝
鮮
で
活
動
し
た
人
（
学
校
設
立
者
・
教
員
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
・
視
察
に
渡
っ
た
人
・
旅
行
者
等

で
あ
る
。
以
下
、
彼
女
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
立
場
で
朝
鮮
に
渡
り
、
何
を
書
き
記
し
た
か
を
概
略
す
る
。
そ
の
朝
鮮
認
識
に
つ
い
て
は
、
節
を

改
め
て
後
述
す
る
。

　
ま
ず
、
日
本
公
使
館
・
統
監
府
の
官
僚
お
よ
び
職
員
の
妻
、
企
業
家
の
妻
、
ま
た
は
朝
鮮
視
察
に
出
た
政
治
家
の
妻
と
し
て
朝
鮮
に
渡
り
、

滞
在
中
ま
た
は
帰
国
後
に
朝
鮮
に
つ
い
て
書
き
記
し
た
女
性
と
し
て
名
が
挙
が
っ
て
い
る
の
は
、
目
賀
田
逸
子
（
統
監
府
財
政
監
査
長
官
目
賀
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

種
太
郎
夫
人
）
、
廣
瀬
咲
子
（
企
業
家
夫
人
）
、
安
田
靖
子
（
統
監
府
招
驚
技
師
夫
人
）
の
他
、
萩
原
夫
人
（
韓
国
日
本
公
使
館
萩
原
書
記
官
夫
人
）
、
岡
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⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

部
夫
人
（
お
そ
ら
く
岡
部
長
職
子
爵
夫
人
）
、
伊
藤
富
貴
子
（
伊
藤
染
工
軍
慮
伊
藤
琴
三
夫
人
）
等
で
あ
る
。

　
そ
の
う
ち
、
圏
賀
田
逸
子
は
、
朝
鮮
滞
在
を
終
え
帰
国
し
た
の
ち
、
一
九
〇
六
年
頃
か
ら
一
九
＝
年
ま
で
の
間
、
上
流
階
層
の
婦
人
の
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

活
、
住
居
環
境
、
朝
鮮
の
学
校
、
朝
鮮
人
の
特
徴
等
、
多
岐
に
及
ぶ
朝
鮮
談
を
各
種
の
婦
人
雑
誌
に
掲
載
し
た
。

　
廣
瀬
咲
子
は
日
本
女
子
大
学
校
卒
業
生
で
あ
り
、
同
窓
会
櫻
楓
会
京
城
支
部
の
結
成
（
　
九
〇
八
年
一
〇
月
）
前
に
朝
鮮
に
渡
り
、
『
家
庭
週

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

報
』
（
一
九
〇
八
年
六
月
＝
二
日
～
一
九
〇
九
年
六
月
五
日
）
に
四
回
寄
稿
し
、
ま
た
、
一
九
　
○
年
に
は
『
櫻
楓
会
通
信
』
に
二
回
寄
稿
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
安
田
靖
子
（
筆
名
黒
戸
女
史
）
は
、
一
九
〇
七
年
八
月
に
朝
鮮
に
渡
っ
て
以
来
、
朝
鮮
の
風
習
や
文
化
に
つ
い
て
『
婦
女
新
聞
』
に
多
く
寄

稿
し
た
。
釜
山
に
着
い
て
か
ら
夫
の
赴
任
先
で
あ
る
平
安
南
道
鎮
南
浦
に
到
着
す
る
ま
で
の
道
の
り
で
見
た
も
の
（
風
景
、
施
設
、
生
活
等
）
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

出
会
っ
た
人
た
ち
に
つ
い
て
書
き
記
し
た
「
鎮
南
浦
ま
で
」
（
六
回
）
。
鎮
南
浦
で
見
た
朝
鮮
文
化
や
生
活
風
習
に
つ
い
て
二
六
回
に
わ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

報
告
し
た
「
鎮
南
浦
よ
り
」
。
一
九
〇
八
年
に
京
城
に
移
っ
て
か
ら
も
、
「
結
氷
の
南
浦
」
（
七
回
）
の
他
、
統
監
府
の
行
事
や
寺
等
を
紹
介
し

　
　
　
　
　
　
⑬

た
寄
稿
文
（
五
回
）
を
書
き
記
し
た
。

　
彼
女
ら
は
、
進
ん
だ
日
本
か
ら
来
た
女
性
の
臣
に
映
っ
た
、
落
後
し
た
朝
鮮
の
風
習
や
女
性
の
生
活
環
境
に
つ
い
て
、
同
情
や
い
た
わ
り
の

気
持
と
嘲
笑
と
い
う
両
面
を
持
ち
、
啓
蒙
的
立
場
か
ら
書
き
記
し
た
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

「
当
国
【
大
韓
帝
国
】
の
風
習
に
は
中
々
奇
異
な
る
事
も
紗
か
ら
ず
、
日
本
の
三
四
十
年
前
の
事
ど
も
思
ひ
出
さ
る
・
な
り
－
－
扁

「
朝
鮮
と
い
ふ
国
は
磁
い
国
で
す
。

の
大
層
不
自
由
な
国
で
す
か
ら
無
理
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
し
て
人
民
は
呑
気
な
入
婿
で
す
。
女
が
洗
濯
な
ぞ
し
て
居
る
処
を
見
ま
し
て
も
実
に
焦
れ
っ
た
い
様
で
す
。
最
も
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
の
や
う
な
細
い
汚
い
川
で
、
ち
ょ
い
と
濡
ら
し
て
は
こ
す
り
こ
す
り
し
て
居
る
様
は
何
と
も
云

は
れ
ま
せ
ん
。
併
し
婦
人
方
の
交
際
振
り
か
ら
何
か
を
見
ま
し
て
も
決
し
て
愚
と
い
ふ
方
の
人
民
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
寧
ろ
怜
倒
で
あ
る
の
で
す
か
ら
、
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

で
も
日
本
の
婦
人
が
確
乎
と
奮
発
を
し
て
交
際
の
道
を
開
き
少
し
教
育
を
し
た
な
ら
ば
、
立
派
な
国
民
に
な
る
で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
」
（
下
線
お
よ
び

【
　
】
の
説
明
は
筆
者
、
以
下
同
）
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つ
づ
け
て
、
朝
鮮
に
渡
っ
て
朝
鮮
を
書
き
記
し
た
も
う
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
朝
鮮
で
活
動
し
た
女
性
や
、
視
察
・
旅
行
で
渡
っ
た
女

性
が
い
た
。
こ
の
女
性
ら
に
関
し
て
も
、
誰
で
ど
の
よ
う
な
立
場
・
観
点
か
ら
朝
鮮
に
つ
い
て
書
き
記
し
た
か
見
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
ま
ず
、
奥
村
五
百
子
で
あ
る
。
愛
国
婦
人
会
の
創
立
者
（
一
九
〇
一
年
）
で
あ
る
奥
村
は
、
日
本
の
朝
鮮
進
出
に
大
き
な
期
待
を
抱
き
、
誰

よ
り
先
ん
じ
て
朝
鮮
に
渡
り
（
一
八
九
六
年
）
、
全
羅
不
道
光
州
で
実
業
学
校
を
設
立
し
た
。
彼
女
は
、
「
さ
て
漸
と
学
校
が
出
来
た
の
で
生
徒

の
募
集
に
か
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
只
で
教
へ
て
遣
る
か
ら
時
間
を
定
め
て
来
い
と
云
っ
た
の
で
す
。
処
が
未
開
国
の
人
民
と
い
ふ
の
は
仕
様

が
な
い
も
の
で
、
斯
う
云
ふ
事
を
云
ふ
の
で
す
。
学
校
へ
は
行
っ
て
上
げ
た
い
が
、
と
て
も
時
間
を
定
め
て
行
く
様
な
事
は
出
来
ぬ
。
…
…
私

は
殆
ん
ど
一
年
間
草
鮭
を
脱
が
ず
に
辛
抱
し
た
の
で
す
。
後
に
は
先
方
か
ら
も
尋
ね
て
来
る
様
に
な
り
好
結
果
を
奏
し
ま
し
た
が
、
実
に
未
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

と
も
野
蛮
と
も
云
ひ
様
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、
朝
鮮
農
村
の
在
り
方
や
、
日
本
人
の
教
え
を
拒
ん
だ
り
、
規
則
的
に
学
校
に
出
席
で
き
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

た
り
す
る
朝
鮮
人
の
有
様
を
未
開
・
野
蛮
だ
と
見
た
。

　
次
に
、
女
教
員
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
女
教
員
に
つ
い
て
は
第
二
章
で
詳
し
く
述
べ
る
が
、
例
え
ば
官
公
私
立
高
等
女
学
校
（
日
本
人
学
校

や
朝
鮮
人
学
校
の
両
方
）
に
二
〇
人
足
ら
ず
の
日
本
人
女
教
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
彼
女
た
ち
が
朝
鮮
に
つ
い
て
書
き
記
し
た
例
は
少
な
い
が
、

日
本
女
子
大
学
校
卒
業
生
と
し
て
一
九
〇
九
年
に
朝
鮮
に
渡
り
、
淑
明
高
等
女
学
校
の
教
員
と
な
っ
た
金
森
京
子
に
見
ら
れ
る
意
識
、
す
な
わ

ち
、
遅
れ
た
妹
た
る
朝
鮮
女
性
に
対
す
る
先
に
進
ん
だ
日
本
女
性
の
姉
意
識
は
、
お
そ
ら
く
日
本
人
女
教
員
の
大
多
数
が
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ

う
。
金
森
は
、
「
朝
鮮
人
と
て
、
決
し
て
私
共
と
異
っ
て
居
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
唯
、
文
明
に
後
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
其
の
一
事
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

今
に
し
て
気
附
い
た
の
で
あ
り
ま
す
」
と
い
い
、
朝
鮮
婦
人
の
家
庭
問
題
（
こ
こ
で
は
畜
妾
問
題
）
を
紹
介
し
た
後
、
「
然
し
合
併
に
な
り
ま
し

た
上
は
、
彼
等
も
又
私
共
と
同
じ
日
本
婦
人
で
あ
り
、
同
胞
姉
妹
で
あ
り
ま
す
。
何
卒
教
育
あ
り
、
同
情
あ
る
日
本
婦
人
は
ど
し
ど
し
当
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

【
朝
鮮
】
に
来
ら
れ
、
婦
人
を
導
い
て
戴
き
度
い
と
存
じ
ま
す
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
は
、
『
婦
女
新
聞
』
京
城
支
局
の
記
者
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
婦
女
新
聞
社
は
、
一
九
〇
九
年
九
月
三
日
発

行
の
㎎
婦
女
新
聞
隔
（
第
四
八
九
号
）
に
京
城
支
局
開
設
の
社
告
を
載
せ
、
同
書
か
ら
「
京
城
支
局
だ
よ
り
」
、
「
京
城
だ
よ
り
」
、
「
京
城
通
信
」
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と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
記
事
を
掲
載
し
た
（
一
九
一
七
年
六
月
二
九
日
付
の
第
八
九
三
号
ま
で
続
く
）
。
京
城
特
設
通
信
人
、
京
城
支
局
記
者
な
ど
の
名

で
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
、
日
本
人
居
留
民
社
会
の
動
態
・
行
事
、
学
校
案
内
、
婦
人
界
・
婦
人
会
の
紹
介
、
朝
鮮
各
地
の
地
理
や
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

観
、
施
設
や
交
通
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
ら
は
、
朝
鮮
事
情
の
紹
介
を
主
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
も
進
ん
だ
者
と
し
て
の
啓
蒙
的
眼
差

し
が
貫
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
朝
鮮
婦
人
界
の
未
熟
さ
（
例
え
ば
、
朝
鮮
婦
人
は
婦
人
組
織
の
活
動
や
そ
の
目
的
を
十
分
目
認
識
し
て
お
ら
ず
、
人
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
交
際
と
い
う
社
交
的
理
由
で
婦
人
組
織
に
参
加
し
て
い
る
）
を
慨
嘆
し
た
り
、
養
蚕
施
設
で
働
く
朝
鮮
女
性
が
日
本
式
に
生
活
し
て
い
る
姿
を
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

て
、
「
あ
は
れ
溌
潮
た
る
帝
国
の
新
婦
人
は
、
日
に
月
に
日
化
し
来
る
ぞ
頼
母
し
き
」
と
称
賛
し
た
り
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
朝
鮮
へ
旅
行
ま
た
は
視
察
の
た
め
に
出
か
け
、
旅
行
記
を
記
し
た
女
性
と
し
て
、
ま
ず
、
塚
本
は
ま
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
女
は
朝
鮮
の
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
教
え
て
い
た
夫
を
息
子
と
と
も
に
逢
い
に
渡
り
、
『
櫻
蔭
会
会
報
㎏
に
朝
鮮
で
の
経
験
を
詳
し
く
語
っ
た
。
朝
鮮
人
を
野
蛮
託
す
る
態
度
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

満
ち
て
お
り
、
日
本
人
居
留
民
の
無
茶
な
振
舞
い
さ
え
も
、
野
蛮
な
朝
鮮
人
か
ら
の
悪
影
響
と
見
な
す
ほ
ど
だ
っ
た
。
短
期
問
の
旅
行
者
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
朝
鮮
人
が
い
か
に
遅
れ
、
野
蛮
か
を
書
き
記
し
た
他
の
例
と
し
て
、
櫻
楓
会
会
員
に
よ
る
例
が
あ
る
が
、
彼
女
が
な
ぜ
朝
鮮
を
旅
行
し
た
か

は
分
か
ら
な
い
。

　
次
に
、
婦
人
組
織
か
ら
の
派
遣
を
受
け
て
朝
鮮
視
察
を
行
っ
た
の
は
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風
会
の
渡
邊
常
子
と
、
櫻
楓
会
の
小
橋
三

　
　
　
　
　
⑳

四
・
柴
田
と
う
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
は
日
韓
併
合
直
後
に
朝
鮮
に
渡
っ
て
、
組
織
関
係
者
と
会
合
し
た
り
、
学
校
や
病
院
を
見
学
し
た
り
、
朝

鮮
家
庭
を
訪
問
し
て
交
流
を
行
っ
た
り
し
た
。
彼
女
ら
の
朝
鮮
視
察
に
は
、
例
え
ば
訪
問
を
受
け
た
櫻
楓
会
会
員
の
次
の
よ
う
な
報
告
か
ら
見

る
と
、
在
朝
日
本
女
性
に
使
命
意
識
を
鼓
舞
す
る
と
い
う
目
的
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
「
思
へ
ば
併
合
此
の
方
、
私
共
の
責
任
は
愈
々
重
く
相
成

候
に
支
部
の
現
状
を
点
れ
ば
誠
に
お
恥
か
し
く
、
如
何
に
も
し
て
新
領
地
の
会
員
と
し
て
、
価
値
あ
る
働
き
を
為
さ
ん
と
願
ひ
居
り
候
へ
ど
、

熱
心
か
又
は
力
か
ら
の
不
足
よ
り
、
甲
斐
も
な
う
過
し
居
り
候
折
柄
、
両
姉
の
御
話
は
誠
に
よ
き
刺
戟
に
こ
れ
あ
り
忘
し
、
鈍
り
し
私
共
さ
へ
、

愉
快
限
り
な
く
候
ひ
き
」
と
。
そ
し
て
、
朝
鮮
視
察
の
成
果
を
受
け
櫻
楓
会
は
、
朝
鮮
女
学
生
二
人
（
淑
明
高
等
女
学
校
）
の
日
本
留
学
の
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
支
援
す
る
た
め
募
金
活
動
を
成
功
裏
に
行
っ
た
り
し
た
。
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以
上
で
、
一
九
〇
〇
年
代
初
期
か
ら
併
合
直
後
ま
で
を
中
心
に
、
朝
鮮
を
経
験
し
た
日
本
女
性
が
何
を
ど
の
よ
う
な
視
線
で
書
き
記
し
た
か

　
　
⑫

を
見
た
。
日
清
戦
争
直
後
に
朝
鮮
に
渡
っ
た
奥
村
五
百
子
の
他
は
、
日
露
戦
争
後
に
朝
鮮
に
渡
っ
た
が
、
婦
人
組
織
か
ら
朝
鮮
視
察
を
行
っ
た

の
は
併
合
直
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
彼
女
ら
の
多
く
は
、
高
学
歴
者
で
あ
り
、
多
様
な
立
場
で
朝
鮮
を
経
験
し
た
。
彼
女
た
ち
は
、
文
明
化
し
た

日
本
・
野
蛮
な
朝
鮮
、
進
ん
だ
日
本
女
性
・
遅
れ
た
朝
鮮
女
性
と
い
う
視
点
か
ら
朝
鮮
を
見
た
。
次
節
で
彼
女
ら
の
朝
鮮
認
識
を
詳
し
く
分
析

す
る
。
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第
二
節
　
彼
女
ら
は
朝
鮮
を
ど
う
見
た
か

　
こ
こ
で
は
、
一
九
〇
〇
年
代
初
期
か
ら
併
合
直
後
ま
で
朝
鮮
を
経
験
し
書
き
記
し
た
日
本
女
性
の
朝
鮮
認
識
に
つ
い
て
、

上
げ
る
。
一
つ
は
、
朝
鮮
・
朝
鮮
人
が
ど
の
よ
う
に
遅
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
二
つ
は
、
日
本
と
朝
鮮
の
関
係
、

朝
鮮
女
性
と
の
関
係
を
ど
う
認
識
し
た
か
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
朝
鮮
人
は
、
卑
屈
、
不
潔
、
遊
惰
な
人
で
、
そ
の
よ
う
な
旧
来
か
ら
の
劣
等
な
特
徴
が
朝
鮮
を
落
後
さ
せ
た
と
、

二
つ
の
点
を
取
り

特
に
日
本
女
性
と

彼
女
ら
は
見
た
。

例
え
ば
、
「
要
す
る
に
八
道
の
天
地
【
朝
鮮
】
は
遊
惰
、
不
潔
、
虚
栄
、
旧
来
の
習
慣
の
ミ
イ
ラ
に
し
て
、
進
取
の
気
象
等
は
地
を
彿
っ
て
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

る
を
得
べ
か
ら
ず
。
果
し
て
何
れ
の
日
か
、
此
の
ミ
イ
ラ
を
起
し
た
・
し
め
て
文
明
の
空
気
を
呼
吸
せ
し
め
得
る
も
の
ぞ
」
、
「
朝
鮮
の
婦
人
は

至
っ
て
卑
屈
な
も
の
と
云
は
れ
て
居
り
ま
す
る
位
で
、
妾
達
か
ら
見
ま
す
る
と
随
分
馬
鹿
げ
た
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
是
も
永
い
間
馴
れ
に

馴
れ
て
了
っ
て
所
謂
病
膏
盲
に
入
る
と
い
ふ
や
う
な
姿
な
の
で
す
か
ら
今
更
其
風
を
改
良
す
る
と
い
ふ
の
も
、
却
々
骨
の
折
れ
る
こ
と
で
ご
ざ

　
　
　
　
　
⑭

い
ま
せ
う
…
…
」
と
。
彼
女
ら
の
目
に
映
っ
た
朝
鮮
は
、
文
明
の
空
気
を
吹
き
込
む
外
部
か
ら
の
助
け
が
な
け
れ
ば
、
自
ら
は
旧
慣
・
旧
習
・

旧
態
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
無
気
力
な
病
人
の
姿
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
朝
鮮
人
は
時
間
観
念
が
な
く
、
マ
ナ
ー
・
礼
儀
が
不
足
し
、
公
共
意
識
・
秩
序
意
識
・
国
民
観
念
が
養
わ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
し
た
。

例
え
ば
、
「
彼
等
門
朝
鮮
人
】
は
猜
疑
心
深
く
て
、
籍
聞
を
し
た
り
す
る
事
を
何
と
も
思
ひ
ま
せ
ん
。
又
思
想
が
単
純
な
の
に
も
依
り
ま
せ
う



が
、
一
体
に
徳
義
の
観
念
が
至
っ
て
薄
く
、
他
人
の
品
物
を
取
る
こ
と
を
何
と
も
思
は
ず
、

へ
す
れ
ば
、
即
坐
に
罪
は
悉
く
消
去
っ
て
し
ま
ふ
も
の
と
思
っ
て
居
り
－

⑳
：
」
、
「
実
に
上
、

仮
令
一
度
と
つ
て
も
見
露
さ
れ
た
時
に
返
却
し
さ

皇
室
よ
り
下
庶
民
に
至
る
迄
、
国
家
と
か
、
団
体

⑳

植民地朝鮮に渡ったコロニアル・ミッショナリー（朴）

と
か
、
公
共
と
か
の
考
は
片
影
だ
も
な
く
、
唯
自
分
の
安
逸
、
栄
華
を
計
り
て
生
息
せ
る
の
み
」
と
。
彼
女
た
ち
は
、
人
々
の
行
動
を
観
察
し
、

朝
鮮
人
に
は
近
代
意
識
が
生
成
し
て
い
な
い
と
い
う
判
断
を
下
し
た
が
、
遅
れ
た
朝
鮮
・
野
蛮
な
朝
鮮
人
と
い
う
見
方
は
、
彼
女
た
ち
の
こ
う

し
た
近
代
啓
蒙
主
義
的
な
意
識
の
発
露
で
も
あ
っ
た
。

　
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
朝
鮮
は
、
た
だ
の
遅
れ
た
異
国
で
は
な
く
、
親
子
関
係
、
師
弟
関
係
、
姉
妹
関
係
の
国
と
し
て
認
識
さ
れ
た
。
日
本
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

朝
鮮
の
関
係
に
つ
い
て
、
「
彼
我
の
関
係
、
単
に
隣
国
た
る
に
止
ま
ら
で
、
親
子
の
愛
あ
り
、
師
弟
の
義
あ
り
…
…
」
と
考
え
た
り
、
特
に
日

本
女
性
と
朝
鮮
女
性
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
「
今
や
日
本
婦
人
は
身
に
し
み
て
わ
が
身
を
省
み
、
わ
が
持
て
る
も
の
を
与
へ
て
他
を
導
く
て
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

姉
た
る
資
格
を
養
は
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
認
識
し
た
。
つ
ま
り
、
日
本
女
性
は
朝
鮮
女
性
に
対
し
て
母
・
姉
の
立
場
に
立
つ
と
考
え
た

が
、
そ
れ
は
他
民
族
を
支
配
し
て
「
帝
国
の
女
性
」
（
植
民
地
本
国
の
女
性
）
の
地
位
を
得
た
者
の
自
己
認
識
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
「
帝
国
の
女
性
」
の
自
己
認
識
は
、
朝
鮮
支
配
に
当
っ
て
日
本
女
性
の
果
す
べ
き
役
割
は
何
か
に
関
す
る
考
え
・
議
論
に
裏
付
け

ら
れ
て
い
た
。
「
朝
鮮
婦
人
は
我
が
新
姉
妹
な
り
、
之
を
し
て
、
わ
が
国
民
性
に
同
化
せ
し
め
、
新
文
明
の
恩
沢
に
浴
せ
し
む
る
は
、
先
進
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

た
る
内
地
婦
人
の
義
務
た
る
の
み
な
ら
ず
、
我
が
日
本
の
政
策
と
し
て
も
、
轟
轟
至
要
の
事
な
り
」
と
、
日
本
女
性
の
役
割
は
、
朝
鮮
女
性
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

家
庭
の
教
化
・
同
化
に
求
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
近
代
国
民
国
家
の
性
別
役
割
分
業
論
に
依
拠
し
て
展
開
さ
れ
る
帝
国
主
義
の
本
質
が
露
わ
に

な
る
が
、
言
い
か
え
れ
ば
、
日
本
の
膨
張
・
帝
国
主
義
に
よ
っ
て
日
本
女
性
の
領
域
は
、
自
国
の
家
庭
か
ら
他
民
族
の
女
性
や
家
庭
ま
で
拡
張

す
る
と
考
え
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
近
代
国
民
国
家
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
秩
序
と
し
て
の
性
別
役
劇
分
業
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
と
し
て
の
良
妻
賢
母
主

義
を
、
帝
国
の
な
か
に
拡
散
し
て
い
こ
う
と
す
る
日
本
帝
国
主
義
の
断
面
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ン
バ
ン

　
朝
鮮
女
性
・
家
庭
の
教
化
・
同
化
を
日
本
女
性
の
役
割
と
み
る
考
え
に
は
、
外
か
ら
隔
離
さ
れ
生
活
す
る
朝
鮮
の
両
班
階
層
の
女
性
に
は
女

性
し
か
接
近
で
き
な
い
と
い
う
朝
鮮
の
文
化
的
環
境
が
考
慮
さ
れ
て
お
り
、
社
会
改
良
は
家
庭
改
良
か
ら
と
い
う
視
点
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。

181　（181）



「
社
会
の
改
善
は
家
庭
に
初
ま
り
、
家
庭
の
改
善
は
婦
人
の
方
寸
に
存
す
る
こ
と
今
更
事
新
し
く
い
ふ
ま
で
も
な
き
事
な
り
。
而
し
て
韓
国
の

如
く
、
婦
人
の
閉
居
を
以
て
俗
と
せ
る
国
に
於
い
て
は
、
其
婦
人
の
見
聞
狭
く
、
外
冠
を
の
み
黙
旨
し
て
、
新
進
研
究
の
精
神
に
乏
し
き
は
自

然
の
傾
向
な
り
。
而
し
て
、

男
子
に
は
同
国
人
に
す
ら
接
近
せ
ざ
る
国
柄
な
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

此
国
を
文
明
に
導
き
、
此
家
庭
を
改
善
せ
し
め
ん
に
は
、

182 （182）

今
日
の
場
合
、
た
だ
一
日
本
婦
人
の
手
に
椅
る
の
外
な
し
」
と
い
う
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
朝
鮮
・
朝
鮮
女
性
の
教
化
・
同
化
問
題
は
、
植
民
者
と
し
て
朝
鮮
に
渡
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
日
本
女
性
に
と
っ
て
は
、
直

視
せ
ざ
る
を
得
な
い
問
題
だ
っ
た
。
次
の
例
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
彼
女
た
ち
は
、
在
朝
日
本
女
性
の
啓
蒙
者
と
し
て
の
使
命
を
強
く
意
識
し
、

在
朝
日
本
人
の
高
慢
な
振
舞
い
に
対
し
反
省
を
促
し
、
ま
た
本
国
か
ら
女
性
た
ち
が
使
命
感
を
持
っ
て
渡
航
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。

「
此
の
時
に
当
り
新
附
の
民
に
、
衷
心
よ
り
の
同
情
を
注
ぎ
同
化
誘
導
に
勉
む
べ
き
事
は
、
日
本
人
の
何
れ
も
等
し
く
負
へ
る
責
任
に
て
候
が
、
殊
に
当
地

【
朝
鮮
】
に
在
る
も
の
は
、
直
に
朝
鮮
入
に
接
し
居
り
候
間
、
其
の
責
任
は
殊
に
大
な
る
も
の
に
て
候
。
在
住
日
本
人
も
少
し
く
態
度
を
些
し
み
て
、
今
迄

の
如
く
絵
り
惨
酷
な
る
待
遇
を
為
す
が
如
き
事
な
く
、
親
切
に
指
導
し
行
く
べ
き
事
と
存
じ
候
。
又
之
迄
の
如
く
腰
掛
け
の
様
な
有
様
よ
り
脱
し
て
、
此
所

に
永
住
し
、
戸
籍
も
移
す
位
に
し
て
、
健
全
な
る
家
庭
生
活
を
営
み
、
朝
鮮
人
に
模
範
を
示
す
位
の
意
気
込
み
あ
ら
ま
ほ
し
く
異
名
。
早
れ
に
は
日
本
婦
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

も
今
少
し
当
方
の
事
情
を
よ
く
知
り
て
、
玄
海
位
何
の
そ
の
、
～
人
で
押
し
渡
る
位
の
立
派
な
覚
悟
と
勇
気
と
が
あ
ら
ま
ほ
し
く
と
存
候
」

　
日
本
女
性
の
朝
鮮
認
識
は
、
遅
れ
た
朝
鮮
・
妹
た
る
朝
鮮
女
性
と
い
う
上
か
ら
の
視
線
と
、
姉
た
る
日
本
女
性
の
使
命
と
い
う
啓
蒙
意
識
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
そ
の
認
識
は
、
当
時
、
日
本
社
会
に
広
が
っ
て
い
た
朝
鮮
認
識
や
帝
国
に
お
け
る
日
本
女
性
の
役
割
論
と
何
ら
変
わ
り

の
な
い
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
共
鳴
・
拡
散
こ
そ
が
、
日
本
帝
国
を
支
え
る
人
的
基
盤
の
広
が
り
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

そ
し
て
こ
う
し
た
認
識
の
広
が
り
の
な
か
で
、
日
本
人
女
教
員
を
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
と
し
て
朝
鮮
に
送
り
だ
す
帝
国
の
力
量
も

育
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
次
章
で
は
、
日
本
人
女
教
員
は
朝
鮮
に
ど
れ
ほ
ど
送
り
出
さ
れ
た
の
か
を
み
る
。
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①
永
原
和
子
「
『
婦
女
新
聞
』
に
み
る
ア
ジ
ア
観
」
『
婦
女
新
聞
㎞
を
読
む
会
編
、

　
前
掲
書
、
九
七
～
一
二
二
頁
。
ピ
ー
タ
ー
・
ド
ウ
ス
「
朝
鮮
観
の
形
成
－
明
治

　
期
の
支
醗
イ
メ
ー
ジ
！
」
ピ
ー
タ
ー
・
ド
ウ
ス
・
小
林
英
夫
編
『
帝
国
と
い
う

　
幻
想
i
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
思
想
と
現
実
1
』
（
青
木
書
店
、
一
九
九
八

　
年
）
四
　
～
七
　
頁
。
趙
景
達
「
近
代
日
本
に
お
け
る
朝
鮮
蔑
視
観
の
形
成
と
朝

　
鮮
人
の
対
応
」
三
宅
明
正
・
山
田
賢
編
『
歴
史
の
中
の
差
別
1
「
三
国
人
」
問

　
題
と
は
何
か
一
』
（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
一
年
）
六
七
～
一
〇
六
頁
。

　
南
富
鎮
「
近
代
日
本
の
朝
鮮
人
観
の
形
成
－
総
合
雑
誌
『
太
陽
』
と
『
朝
鮮
』

　
を
軸
に
し
て
一
」
筑
波
大
学
近
代
文
学
研
究
会
編
『
明
治
期
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
に

　
み
る
く
文
学
〉
』
（
佐
藤
印
面
株
式
会
社
筑
波
営
業
所
、
二
〇
〇
〇
年
）
四
六
～
六

　
九
頁
。
小
薗
崇
明
「
一
九
〇
〇
年
代
の
鯛
婦
女
新
聞
㎞
に
み
る
く
朝
鮮
〉
の
女
性

　
－
構
成
さ
れ
る
他
者
・
〈
良
妻
〉
論
を
背
景
に
一
」
蓄
寸
修
史
学
㎞
専
修
大
学

　
歴
史
学
会
、
第
四
四
号
、
二
〇
〇
八
年
、
六
六
～
九
六
頁
な
ど
。

②
例
え
ば
、
安
田
靖
子
は
、
一
九
〇
七
年
八
月
に
朝
鮮
に
渡
っ
て
ニ
カ
月
後
に
、

　
「
最
初
私
は
韓
国
を
余
り
に
野
蛮
視
し
て
見
く
び
っ
て
居
ま
し
た
の
で
（
甚
だ
す

　
ま
ぬ
次
第
で
す
が
）
予
想
と
違
ひ
事
々
に
案
外
す
る
ば
か
り
で
、
自
分
な
が
ら
可

　
笑
し
さ
に
堪
へ
ら
れ
な
い
の
で
御
座
い
ま
す
」
（
「
鎮
南
浦
ま
で
（
六
と
魍
婦
女
新

　
聞
』
第
三
八
七
号
、
一
九
〇
七
年
一
〇
月
七
日
、
四
頁
）
と
語
っ
た
。
こ
こ
で
安

　
田
は
、
朝
鮮
に
渡
っ
て
考
え
が
変
化
し
た
点
を
強
調
し
て
い
る
が
、
全
体
的
に
は

　
彼
女
も
他
の
日
本
女
性
も
、
遅
れ
た
朝
鮮
・
野
蛮
な
朝
鮮
入
と
い
う
見
方
か
ら
の

　
報
告
を
行
っ
た
。

③
例
え
ば
、
木
村
睡
虎
「
朝
鮮
婦
人
」
『
女
学
世
界
㎞
第
一
巻
三
～
六
号
、
一
九

　
〇
一
年
。
福
島
岩
之
助
「
朝
鮮
風
俗
談
（
一
）
～
（
七
）
」
隅
婦
女
新
聞
㎞
第
一
七

　
四
～
一
八
○
号
、
一
九
〇
三
年
九
月
七
日
～
一
〇
月
一
九
日
。
金
澤
庄
三
郎
「
朝

　
鮮
の
家
庭
」
欄
女
学
世
界
㎞
第
五
巻
一
〇
号
、
　
一
九
〇
五
年
、
　
一
一
二
～
　
一
八

　
頁
。
川
尻
琴
湖
「
朝
鮮
の
婦
人
」
『
ム
ラ
サ
キ
』
第
七
巻
一
〇
号
、
一
九
｝
○
年
、

　
四
〇
～
四
六
頁
な
ど
。

④
萩
原
夫
人
「
韓
国
の
婦
人
」
噛
婦
女
新
聞
』
第
二
七
九
号
、
一
九
〇
五
年
九
月

　
一
　
一
日
、
　
山
ハ
頁
。

⑤
岡
部
子
爵
夫
人
豊
門
韓
国
貴
婦
人
の
交
際
」
欄
女
学
世
界
』
第
五
巻
一
四
号
、

　
一
九
〇
五
年
、
三
三
～
三
九
頁
。

⑥
伊
藤
富
貴
子
門
朝
鮮
貴
族
の
家
庭
を
訪
問
し
て
感
じ
た
事
」
『
婦
人
世
界
h
第

　
五
巻
一
四
号
、
一
九
一
〇
年
、
四
八
～
五
一
頁
。

⑦
欝
賀
田
婦
人
談
「
朝
鮮
婦
人
の
交
際
振
り
（
上
）
・
（
下
）
」
『
婦
女
新
聞
』
第
三

　
一
四
↓
二
一
五
号
、
一
九
〇
六
年
五
月
一
四
日
↓
＝
日
。
同
「
朝
鮮
の
婦
人
〕

　
『
婦
女
新
聞
』
第
五
三
七
号
、
一
九
一
〇
年
九
月
二
日
、
四
頁
。
同
「
朝
鮮
に
就

　
て
知
っ
て
居
る
べ
き
こ
と
」
魍
家
庭
㎞
日
本
女
子
大
学
校
、
一
九
　
○
年
　
○
月

　
号
、
一
七
～
～
＝
頁
。
同
「
朝
鮮
の
婦
人
」
㎎
ム
ラ
サ
キ
隔
第
八
巻
一
号
、
一
九

　
　
一
年
、
二
八
～
三
一
頁
。

⑧
他
に
日
本
女
子
大
学
校
卒
業
生
と
し
て
朝
鮮
に
渡
り
、
朝
鮮
に
つ
い
て
書
き
記

　
し
た
人
が
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
立
場
の
人
か
は
分
か
ら
な
い
。
秀
子
『
韓
国
た

　
よ
り
」
『
家
庭
週
報
』
第
七
四
号
、
一
九
〇
六
年
八
月
二
五
日
、
四
頁
。
陶
子

　
「
朝
鮮
の
女
」
㎎
家
庭
』
日
本
女
子
大
学
校
、
一
九
一
〇
年
…
一
月
号
、
三
〇
～

　
三
三
頁
。

⑨
安
田
靖
子
に
つ
い
て
は
、
菅
原
ユ
リ
「
望
暑
勉
φ
層
叶
ム
身
叶
ム
至
潮
曙
蚤

　
旭
剋
刃
「
（
日
本
人
女
性
安
田
靖
子
の
対
朝
鮮
認
識
）
」
隅
女
性
と
歴
史
㎞
韓
国
女
性

　
史
学
会
、
第
～
朝
集
、
一
～
〇
一
〇
年
、
一
五
一
～
一
八
七
頁
を
参
照
。

⑩
欄
婦
女
新
聞
㎞
第
三
八
一
～
三
八
七
号
、
一
九
〇
七
年
八
月
二
六
日
～
一
〇
月

　
七
日
。

⑪
『
婦
女
新
聞
』
第
三
八
九
～
四
三
七
号
、
一
九
〇
七
年
一
〇
月
二
…
日
～
一
九

　
〇
八
年
九
月
二
八
日
。

⑫
『
婦
女
新
聞
』
第
四
五
三
～
四
六
五
号
、
一
九
〇
九
年
一
月
一
五
日
～
四
月
九

　
日
。

⑬
噌
婦
女
新
聞
』
第
四
九
〇
～
四
九
六
号
、
一
九
〇
九
年
一
〇
月
　
日
～
＝
月
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二
日
。

⑭
萩
原
夫
入
、
前
掲
書
。

⑮
目
賀
田
逸
子
「
朝
鮮
婦
人
の
交
際
振
り
（
下
）
」
『
婦
女
新
聞
睡
笙
三
五
号
、

　
一
九
〇
六
年
五
月
二
一
日
、
三
頁
。

⑯
奥
村
五
百
子
に
関
し
て
は
、
任
展
慧
、
前
掲
書
。
鈴
木
裕
子
、
前
掲
書
を
参
照
。

⑰
奥
村
五
悪
子
「
朝
鮮
観
光
談
」
『
女
学
世
界
伊
野
二
巻
七
号
、
一
九
〇
～
年
、

　
一
六
七
頁
。

⑱
奥
村
は
、
一
九
〇
五
年
に
櫻
楓
会
で
講
演
を
行
い
、
朝
鮮
で
の
経
験
も
触
れ
た
。

　
「
奥
村
五
百
子
氏
談
片
」
欄
家
庭
週
報
㎞
第
四
〇
号
、
一
九
〇
五
年
一
｝
月
一
八

　
日
、
二
頁
。

⑲
金
森
京
子
「
同
情
に
堪
へ
ぬ
朝
鮮
貴
婦
人
の
生
活
」
『
櫻
楓
会
通
信
㎞
第
三
二

　
口
万
、
　
一
九
一
〇
年
、
五
六
頁
。

⑳
同
上
、
五
七
頁
。

⑳
　
そ
の
他
に
、
京
城
み
や
こ
、
京
城
西
さ
は
子
と
い
う
名
に
よ
る
記
事
が
、
多
く

　
投
稿
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
、
朝
鮮
の
風
景
、
風
習
、
生
活
等
を
書
き
記
し
た

　
も
の
で
あ
る
。

⑫
　
京
城
支
局
～
記
者
門
朝
鮮
愛
国
婦
人
会
（
つ
づ
き
）
」
『
婦
女
新
聞
』
第
五
七
五

　
号
、
一
九
二
年
五
月
二
六
日
、
六
頁
。

⑬
　
京
城
一
記
者
「
朝
鮮
婦
人
と
養
頚
事
業
（
つ
づ
き
）
」
『
婦
女
新
聞
㎞
第
五
八
二

　
号
、
一
九
一
一
年
七
月
一
四
日
、
六
頁
。

⑳
　
塚
本
は
ま
は
、
～
八
八
五
年
に
東
京
師
範
学
校
女
子
部
に
入
学
し
、
一
八
九

　
〇
年
に
女
子
高
等
師
範
学
校
を
卒
業
（
第
一
回
）
し
た
。
塚
本
は
、
女
子
高
等
師

　
範
学
校
（
一
八
九
七
年
～
一
九
〇
〇
年
）
等
で
教
え
る
一
方
、
家
政
学
書
を
出
版

　
し
た
。
一
九
〇
〇
年
刊
行
の
『
家
事
教
本
全
』
は
、
各
女
学
校
か
ら
広
く
採
用
さ

　
れ
た
。
ま
た
、
一
九
〇
六
年
に
は
『
実
践
家
政
学
講
義
㎞
を
刊
行
す
る
な
ど
、
彼

　
女
は
、
日
本
家
政
学
を
開
拓
し
た
第
　
世
代
家
政
学
者
で
あ
る
。

⑮
塚
本
は
ま
「
韓
国
」
㎎
戦
雲
会
会
報
臨
第
～
四
号
、
一
九
〇
八
年
、
六
六
～
七

　
七
頁
。

⑳
　
　
「
居
留
民
が
生
活
の
程
度
は
、
一
般
に
高
く
、
新
開
地
の
鴬
な
る
、
浮
華
遊
惰

　
の
風
、
縞
所
に
も
吹
き
す
さ
み
、
男
子
は
飲
酒
遊
蕩
に
耽
り
、
女
子
は
虚
飾
贅
沢

　
を
恥
ち
と
せ
ず
、
労
働
を
い
や
し
む
習
ひ
上
下
通
じ
て
行
ば
れ
、
祖
国
の
体
面
を

　
織
す
な
ど
と
い
へ
る
理
由
を
と
な
へ
て
、
豪
奢
を
街
ひ
、
古
塁
を
む
さ
ぼ
り
、
碑

　
僕
小
僧
番
頭
の
た
ぐ
ひ
に
至
る
ま
で
韓
人
を
駆
使
す
る
に
優
等
国
民
ぶ
り
て
、
測

　
隠
憐
閥
の
念
少
な
く
、
酒
や
の
御
用
き
き
も
亦
例
の
『
チ
ゲ
ク
ン
㎞
【
背
負
子
で

　
運
搬
す
る
運
び
麗
】
を
し
て
、
炭
毒
酒
醤
油
の
類
も
、
花
客
の
家
に
運
ば
し
め
、

　
自
身
は
懐
手
に
し
て
彼
れ
等
を
叱
咤
す
る
の
み
な
る
は
、
一
種
の
奇
観
と
い
ふ
べ

　
し
。
…
…
朱
に
交
れ
ば
赤
く
な
る
世
の
諺
に
洩
れ
ず
、
男
も
女
も
、
窟
吏
も
商
人

　
も
、
下
女
も
馬
丁
も
、
劣
等
国
民
を
交
り
て
、
そ
の
劣
等
な
る
所
以
を
学
び
、
知

　
ら
ず
識
ら
ず
、
自
ら
品
位
を
落
と
し
て
、
劣
等
国
民
と
な
り
下
る
は
、
猶
忍
ぶ
べ

　
し
、
年
に
幾
度
か
内
地
と
相
往
来
し
て
、
美
麗
な
る
蛮
行
を
輸
入
し
、
風
流
な
る

　
醜
体
を
伝
ふ
る
に
至
り
て
は
、
ま
つ
そ
の
功
績
を
た
た
ふ
る
前
に
、
そ
の
罪
悪
を

　
責
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
塚
本
は
ま
、
前
掲
書
、
七
五
～
七
七
頁
。

⑳
　
一
櫻
楓
会
員
「
韓
国
瞥
見
」
『
家
庭
週
報
』
第
七
八
・
七
九
号
、
一
九
〇
八
年

差
九
月
二
九
日
・
一
〇
月
＝
二
日
。

⑳
）
渡
邊
常
子
「
朝
鮮
旅
行
記
」
『
婦
人
新
報
』
第
一
七
七
・
一
七
八
号
、
一
九
一

　
二
年
。

⑳
小
橋
三
四
・
柴
田
と
う
門
朝
鮮
よ
り
の
ハ
ガ
キ
」
欄
櫻
楓
会
通
信
㎞
第
三
三
号
、

　
～
九
～
○
年
、
五
〇
～
五
九
頁
。

⑳
廠
瀬
咲
子
「
本
部
か
ら
の
珍
客
－
朝
鮮
貴
婦
人
と
の
会
合
一
」
㎎
櫻
楓
会

　
通
信
』
第
三
四
号
、
一
九
一
〇
年
、
三
七
～
三
八
頁
。

⑳
　
社
会
部
「
朝
鮮
婦
人
内
地
留
学
費
募
集
の
成
績
」
『
櫻
楓
会
通
信
㎞
第
三
五
号
、

　
一
九
一
一
年
、
二
二
～
二
五
頁
。

⑳
朝
鮮
へ
な
ぜ
渡
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
他
に
朝
鮮
に
つ
い
て
書
き
記
し
た

　
女
性
と
し
て
辰
已
柳
子
（
門
朝
鮮
の
婦
人
」
噸
婦
人
南
口
第
三
巻
七
号
、
一
九
〇
三
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年
、
九
四
～
九
八
頁
）
が
い
る
。

⑳
　
一
櫻
楓
会
員
、
前
掲
害
（
七
八
号
）
、
三
頁
。

⑭
　
辰
已
柳
子
、
前
掲
書
、
九
四
頁
。

⑳
　
秀
蘭
女
史
「
鎮
南
浦
よ
り
（
一
七
）
」
㎎
婦
女
新
聞
㎞
第
四
二
〇
号
、
～
九
〇
八

　
年
五
月
二
五
臼
、
四
頁
。

⑳
　
一
嘗
楓
会
員
、
同
上
。

⑳
塚
本
は
ま
、
前
掲
書
、
六
六
頁
。

⑳
　
　
「
姉
と
な
り
し
日
本
婦
人
－
最
も
め
ざ
ま
し
き
今
年
の
出
来
事
i
」
明
家

　
庭
臨
日
本
女
子
大
学
校
、
一
九
一
〇
年
一
二
月
号
、
三
頁
。

⑲
　
社
説
「
朝
鮮
貴
婦
人
の
歓
迎
に
就
て
」
咽
婦
女
新
聞
㎞
第
五
四
五
号
、
一
九
一

　
〇
年
一
〇
月
二
八
日
、
｝
頁
。

⑳
　
当
時
、
朝
鮮
女
性
・
家
庭
の
同
化
に
当
る
日
本
女
性
の
姉
た
る
役
割
を
否
定
的

　
に
捉
え
る
意
見
が
全
く
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
次
の
引
用
文
は
そ
の
一
例
で

　
あ
る
。
こ
れ
は
、
朝
鮮
・
朝
鮮
女
性
の
同
化
に
対
す
る
日
本
の
過
剰
な
自
信
に
警

　
鐘
を
鳴
ら
す
立
場
で
表
わ
さ
れ
て
お
り
、
比
較
的
長
年
、
朝
鮮
を
見
て
き
た
者
の

　
立
場
か
ら
、
よ
り
多
面
的
に
朝
鮮
を
見
る
よ
う
促
し
て
い
る
。
「
日
本
の
女
子
が

　
朝
鮮
を
開
発
誘
導
し
得
べ
し
と
思
ふ
は
、
恐
く
は
誤
り
で
あ
る
。
朝
鮮
の
女
子
は

　
勤
勉
、
快
活
で
、
吾
輩
は
支
那
も
、
安
登
も
、
ビ
ル
マ
も
、
サ
イ
ア
ム
も
、
馬
来

第
二
章
　
日
本
人
女
教
員
は
朝
鮮
に
ど
れ
ほ
ど
い
た
か

　
諸
島
も
、
印
度
も
知
っ
て
居
る
が
、
亜
細
亜
の
亡
国
で
朝
鮮
民
族
程
有
望
な
る
も

　
の
は
無
い
。
蒲
し
て
朝
鮮
の
有
望
な
の
は
、
朝
鮮
婦
人
の
優
れ
て
居
る
の
で
証
明

　
さ
れ
る
。
少
し
教
育
す
れ
ば
朝
鮮
の
女
子
は
日
本
の
女
子
よ
り
遙
か
に
エ
ラ
ク
な

　
る
。
日
本
の
女
子
は
総
べ
て
に
於
い
て
、
ヒ
ッ
コ
ミ
算
段
で
、
臆
病
で
あ
る
が
、

　
朝
鮮
の
女
子
は
極
め
て
進
取
的
で
あ
る
。
女
子
の
あ
ん
な
に
勤
勉
で
、
快
活
な
民

　
族
は
決
し
て
衰
亡
す
る
も
の
で
な
い
。
現
今
は
妙
な
習
俗
－
習
俗
と
い
ふ
よ
り

　
は
社
会
的
の
法
令
（
即
ち
文
公
家
礼
や
そ
の
他
過
度
に
朱
子
学
を
強
行
す
る
よ

　
り
）
に
よ
り
て
、
女
子
は
妙
な
束
縛
を
受
け
て
居
る
が
、
一
旦
こ
れ
が
解
く
れ
ば

　
（
而
し
て
事
実
に
於
い
て
は
十
分
解
け
つ
つ
あ
る
）
、
朝
鮮
婦
人
と
い
ふ
も
の
は

　
恐
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
故
に
何
時
ま
で
も
日
本
の
女
子
は
、
朝
鮮
女
子
の
姉
分

　
で
行
け
る
も
の
と
自
信
す
る
の
は
、
日
本
女
子
の
大
誤
り
で
、
十
年
も
出
ぬ
中
に

　
朝
鮮
婦
入
は
日
本
婦
人
を
圧
倒
す
る
に
至
る
は
吾
聾
の
明
罰
し
て
繹
ら
ぬ
と
こ
ろ

　
で
あ
る
扁
長
井
金
風
「
合
邦
後
の
朝
鮮
」
『
家
庭
』
日
本
女
子
大
学
校
、
一
九
一

　
〇
年
一
〇
月
口
口
、
　
～
六
～
～
七
頁
。

⑪
　
社
説
「
在
韓
婦
人
の
任
務
」
魍
婦
女
新
聞
』
第
三
八
八
号
、
一
九
〇
七
年
一
〇

　
月
｝
四
日
、
～
頁
。

⑫
　
廣
瀬
咲
子
門
合
邦
に
対
す
る
在
留
邦
人
と
朝
鮮
入
の
態
度
」
『
櫻
協
会
通
信
』

　
第
三
二
号
、
一
九
一
〇
年
、
五
四
頁
。

第
一
節
　
日
韓
併
合
以
前
の
朝
鮮
に
お
け
る
日
本
人
女
教
員

　
一
八
七
六
年
目
日
朝
修
好
条
規
の
締
結
以
後
、
開
港
地
や
漢
城
（
後
の
京
城
）
に
日
本
人
居
留
民
の
移
住
が
増
加
し
、
日
本
人
教
育
も
始
ま

　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

つ
た
。
し
か
し
、
就
職
に
困
る
教
員
希
望
の
B
本
女
性
に
対
し
、
日
本
人
女
教
員
が
不
足
す
る
朝
鮮
に
渡
る
こ
と
を
奨
励
す
る
当
時
の
記
事
か
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表1　1909年度における日本人学校と日本人教員

生徒数
学　種 学校数

男　子 女　子
教員数

小学校 102 6，712 5，918 363

商等女学校 3
一

397 37

申学校 1 154
一

8

商業学校 2 143
一

20

専門学校 1 30
一

20

注1）教員数には兼務者も含む。

　2）性別教員数は示されていない。

出典：朝鮮総督府『学事統計』1910年度。

ら
推
測
し
て
、
こ
の
時
期
の
朝
鮮
に
お
け
る
日
本
人
女
教
員
は
少
数
で
、
主
に
小
学
校
と
高
等
女

学
校
へ
配
属
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
表
1
の
日
本
人
高
等
女
学
校
の
三
校
は
、
一
九
〇
六
年
開
校
の
釜
山
高
等
女
学
校
（
前
身
は
一

九
〇
二
年
に
発
足
し
た
釜
山
小
学
校
補
習
科
）
、
一
九
〇
七
年
開
校
の
京
城
高
等
女
学
校
（
前
身
は
一
九

〇
四
年
に
開
設
さ
れ
た
京
城
女
学
会
）
、
　
九
〇
八
年
開
校
の
仁
川
実
科
高
等
女
学
校
（
前
身
は
一
九

〇
四
年
に
開
設
さ
れ
た
仁
川
小
学
校
補
習
科
）
で
あ
る
。
日
本
人
が
通
う
男
子
中
等
学
校
と
し
て
最
初

に
釜
山
商
業
学
校
が
一
九
〇
六
年
に
、
京
城
中
学
校
が
一
九
〇
九
年
に
そ
れ
ぞ
れ
設
立
さ
れ
た
点
、

ま
た
、
一
九
〇
九
年
度
の
中
等
学
校
に
お
け
る
女
子
生
徒
数
が
男
子
生
徒
数
よ
り
多
い
点
か
ら
見

て
、
朝
鮮
に
お
け
る
日
本
人
女
子
中
等
教
育
機
関
は
、
男
子
の
そ
れ
よ
り
先
ん
じ
て
発
足
し
、
拡

張
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
、
小
学
校
卒
業
後
の
進
学
率
が
低
い
と
は
い
え
、
女
子

生
徒
の
場
合
は
内
地
留
学
よ
り
な
る
べ
く
親
元
で
教
育
さ
せ
た
い
と
い
う
居
留
民
の
要
望
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
生
じ
た
特
徴
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
小
学
校
教
員
三
六
三
人
の
う
ち
の
約
二
割
（
一
九
一
〇

年
度
の
女
教
員
の
比
率
は
約
二
三
％
）
、
高
等
女
学
校
教
員
三
七
人
の
う
ち
の
約
一
一
割
（
三
校
の
高
等
女
学
校
に
各
二
～
三
人
が
勤
め
て
い
た
と
み
て
）

の
日
本
人
女
教
員
が
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
当
時
、
日
本
人
教
員
は
朝
鮮
人
教
育
も
担
っ
て
い
た
。
次
の
表
2
は
、
一
九
〇
九
年
度
の
官
公
立
朝
鮮
人
学
校
お
よ
び
教
員
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
（
同
年
度
の
私
立
学
校
統
計
は
な
い
）
。
日
本
人
女
教
員
は
普
通
学
校
と
高
等
女
学
校
で
教
え
て
い
た
に
違
い
な
い
が
、
ど
の

程
度
で
あ
っ
た
か
は
推
測
で
き
な
い
（
一
九
～
○
年
度
の
統
計
に
も
性
別
教
員
数
は
無
表
記
）
。
高
等
女
学
校
の
場
合
は
、
官
立
漢
城
高
等
女
学
校

（一

縺
Z
八
開
校
）
の
他
、
淵
沢
能
恵
が
設
立
に
関
与
し
た
私
立
淑
明
高
等
女
学
校
（
一
九
〇
六
年
開
校
）
に
、
日
本
人
女
教
員
が
そ
れ
ぞ
れ
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

～
四
人
程
度
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
一
八
八
六
年
以
来
、
朝
鮮
で
開
校
さ
れ
た
梨
花
学
堂
を
始
め
と
す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
女
学
校
に
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は
進
出
し
て
お
ら
ず
、
彼
女
ら
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
女
学
校
で
勤
め
る
の
は
、
一
九
一
〇
年
代
後
半
、
朝
鮮
総
督
府
の
学
校
認
可
の
た
め
に
日
本

人
教
員
を
雇
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
当
時
、
日
本
女
性
向
け
の
雑
誌
や
同
窓
会
の
機
関
紙
に
は
、
朝
鮮
に
渡
っ
て
い
る
日
本
人
女
教
員
が
紹
介
さ
れ
た
り
、
彼
女
た
ち
か
ら
の
た

よ
り
が
掲
載
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
日
本
女
子
大
学
校
同
窓
会
櫻
楓
会
は
、
｝
九
〇
八
年
に
卒
業
生
三
人
が
教
員
と
し
て
朝
鮮
で
働

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

い
て
い
る
と
報
告
し
た
。
ま
た
、
女
子
高
等
師
範
学
校
（
後
の
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
）
卒
業
生
と
し
て
併
合
前
に
朝
鮮
に
渡
っ
た
二
人
（
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
そ
れ
釜
山
高
等
女
学
校
と
漢
城
高
等
女
学
校
に
勤
務
）
の
う
ち
、
内
山
美
は
、
『
櫻
蔭
会
会
報
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
手
紙
を
寄
せ
、
釜
山
高
等
女
学
校
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
に
女
子
中
等
教
員
を
輩
出
し
て
い
た
女
子
高
等
教
育
機
関
の
同
窓
会
は
、
人
数
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
な
い
が
朝
鮮
に
渡
っ
て
女
子
教
育
に
従
事
し
て
い
る
卒
業
生
に
注
目
し
、
関
心
を
寄
せ
て
い

員教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
そ
こ
で
帝
国
の
担
い
手
と
し
て
の
女
教
員
へ
の
期
待
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
は
、

と校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
章
で
取
り
上
げ
る
。

雌囎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箋
節
贔
併
ム
．
以
後
の
朝
鮮
に
お
け
る
日
本
人
三
豊

の
鞭
　
　
　
　
　
　
　
最
初
の
公
刊
年
度
は
明
確
で
は
な
い
が
、
朝
鮮
馨
府
は
、
一
九
学
年
度
の
『
学
事
統

　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彫
　
　
計
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
一
九
四
三
年
度
ま
で
『
朝
鮮
諸
学
校
　
覧
』
を
刊
行
し
た
。
こ
れ
ら

2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
　
　
の
教
育
統
計
か
ら
朝
鮮
に
日
本
人
女
教
員
は
ど
れ
ほ
ど
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
、
一
九
二
九
年
度
以
前
の
富
公
私
立
の
初
・
中
等
学
校
お
よ
び
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彊
　
　
員
数
は
、
民
族
別
と
性
別
に
示
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。
一
九
二
九
年
度
か
ら
四
三
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で
の
日
本
人
女
教
員
の
推
移
は
、
以
下
の
表
3
の
通
り
で
あ
る
。

生徒数 教員数
学　種 学校数

男　子 女　子 日本人 朝鮮人 外国人

普通学校 123 15，465 689 156 5工6 4

高等女学校 1
一

143 4 5
閨

高等学校 2 248
一

13 14
｝

法学校 1 138
一

10 11
一

外国語学校 1 420
一

8 27 4

師範学校 1 206
一

9 7
　

成均館 1 30
　 一

7 一
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表3　朝鮮における日本人女教員数の推移

初等教育 中等教育

年　度
日本人

w　校
朝鮮人

w　校
小　計

日本人

w校
朝鮮人
w　校

小　計
高等教育 合　計

1929 622 389 1，011 147 85 232 2 1，245

1931 645 362 1，007 180 77 257 3 1，267

1932 651 343 994 175 88 263 14 1，271

1933 682 356 1，038 194 97 291 2 1，331

1934 685 370 1，055 202 79 290 2 1，347

1936 734 431
1
1
6
5
　
P

179 97 276 5 1，446

1937 752 506 1，258 215 104 319 6 1，583

1938 774 588 1，362 232 100 332 11 1，705

1940 887 1，266 2，153 257 122 374 24 2，551

194ユ 1，011 2，029 3，040 256 145 40ユ 30 3，471

1942 1，053 2，591 3，644 289 170 459 33 4，136

1943 1，206 2，844 4，050 275 151 426 47 4，523

注1）1938年に従来の日本入学校と朝鮮人学校の名称が統一されるが，実際には新設学校を除けば

　　　依然として分離教育が維持されていたので，1938年度以降も日本人学校と朝鮮人学校を分離

　　　して示した。

　2）日本人初等学校：宮公立小学校（41年からは国民学校）

　　　日本人中等学校：公私立の中学校・高等女学校・実業系学校

　　　朝鮮人初等学校：官公私立普通学校（38年遅らは小学校，41年からは国民学校）・簡易学校

　　　　　　　　　　等・初等レベルの各種学校

　　　朝鮮人中等学校：公私立の高等普通学校・女子商議普通学校・実業系学校・中等レベル各種

　　　　　　　　　　学校
　　　高等教育機関：帝国大学・専門学校・師範学校・專門レベルの各種学校

　3）教員数には兼務者も含む。

　4）1932年度に高等教育機関の日本人女教員数が急増したのは，私立専門学校に兼務する12名が

　　含まれているからである。38年度以降は，師範学校に勤める日本人女教員数が増えた。

出典：朝鮮総督府『朝鮮諸学校一覧』1929年度～1943年度（30年度，35年度，39年度は欠落）。

　
そ
の
一
方
、
中
等
学
校
に
お
け
る
日
本
人

女
教
員
は
、
す
べ
て
の
年
度
に
お
い
て
朝
鮮

一
九
三
八
年
設
立
）

魎
。

）

か
ら
輩
出
さ
れ
た
者
も
多

　
朝
鮮
に
お
け
る
日
本
人
女
教
員
は
、
一
九

四
三
年
に
は
四
五
〇
〇
人
以
上
に
達
し
て
い

⑧る
。
併
合
前
の
一
九
〇
九
年
に
百
十
数
人
の

規
模
で
あ
っ
た
と
推
定
す
れ
ば
、
三
十
五
倍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

以
上
増
加
し
た
。
初
等
教
育
の
量
的
拡
大
に

よ
っ
て
初
等
教
員
数
が
拡
大
し
た
こ
と
に
、

そ
の
最
大
の
理
由
が
あ
ろ
う
。

　
初
等
学
校
に
お
け
る
日
本
人
女
教
員
は
、

一
九
三
八
年
度
ま
で
は
朝
鮮
人
学
校
よ
り
日

本
人
学
校
に
多
く
い
た
が
、
四
〇
年
代
は
朝

鮮
人
生
徒
の
急
増
に
伴
い
、
朝
鮮
人
学
校
に

勤
め
る
者
が
多
く
な
っ
た
。
初
等
学
校
の
日

本
人
女
教
員
の
中
に
は
、
朝
鮮
に
設
立
さ
れ

た
女
子
師
範
学
校
二
校
（
京
城
女
子
師
範
学

校
・
一
九
三
五
年
設
立
、
公
州
女
子
師
範
学
校
・
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表4　朝鮮における女教員数の推移

初等教育 中等教育 高等教育

年　度
日本入

雷ｳ員
朝鮮人

雷ｳ員
外国入

雷ｳ員
小　計

B本人
雷ｳ員

朝鮮人

雷ｳ員
外圏入

雷ｳ員
小　計

日本入

雷ｳ員
朝鮮人

欄ﾖ員
外国人

雷ｳ員
小　計

合　計

1929 LOU 928 51 L990 232 53 14 299 2 5 ll 18 2β07

1931 1，007 1，005 57 2，069 257 74 15 346 3 10 15 28 2，443

1932 994 LO24 39 2，057 263 131 36 430 14 9 13 36 2，523

1933 1，038 LO81 38 2，157 291 132 40 463 2 10 15 27 2，647

193喋 LO55 1，217 27 2，299 281 138 31 450 2 12 14 28 2，777

1936 1，165 1，412 28 2，605 276 138 33 447 5 11 12 28 3，080

1937 1，258 1，660 26 2，944 319 145 26 490 6 11 12 29 3，463

1938 1，362 1，750 14 3，126 332 182 22 536 11 20 13 44 3，7G6

1940 2，153 2，462 3 4，618 374 177 25 576 24 30 12 66 5，260

！941 3，04G 3，0QG 2 6，Q42 4Qi 195 3 599 30 縫 2 66 6，707

1942 3，644 3，177 3 6β24 459 187
幣

646 33 59 1 93 7，563

1943 4，050 3，256 闇 7，3G6 426 167
一

593 荏7 19＊
薗

66 7，965

注・出典：褒3と同じ。

＊1942年度には私立専門学校に40人の朝鮮人女教員がいたが，43年度には5人に減った。

人
学
校
よ
り
も
日
本
人
学
校
の
方
に
多
か
っ
た
。
朝
鮮
に
は
男
女
高
等
師
範
学

校
が
設
置
さ
れ
ず
、
日
本
人
女
子
学
生
が
朝
鮮
の
女
子
専
門
学
校
に
入
学
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ケ
ー
ス
も
多
く
な
か
っ
た
の
で
、
彼
女
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
、
日
本
内
地
で
高

等
教
育
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。

　
高
等
教
育
機
関
の
な
か
で
、
女
子
師
範
学
校
で
教
え
る
日
本
人
女
教
員
は
、

一
九
三
八
年
度
以
降
、
規
模
的
に
は
少
人
数
に
過
ぎ
な
い
が
、
増
え
つ
づ
け
た
。

京
都
女
子
高
等
専
門
学
校
出
身
で
公
許
女
子
師
範
学
校
で
勤
め
た
吉
田
重
の
例

　
　
　
⑫

か
ら
み
て
、
中
等
学
校
で
教
え
た
女
教
員
た
ち
と
学
歴
の
面
で
は
差
が
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
ろ
う
。

　
日
本
入
女
教
員
を
他
の
民
族
の
女
教
員
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
日
本
人
女
教

員
と
朝
鮮
人
女
教
員
は
、
す
べ
て
の
学
校
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
年
々
増
加
し
続

け
た
。
し
か
し
、
外
国
人
女
教
員
（
ほ
と
ん
ど
が
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
宣
教
師
）
は

三
〇
年
代
半
ば
を
境
に
減
り
続
け
た
。
全
体
的
に
日
本
人
女
教
員
が
朝
鮮
人
女

教
員
よ
り
多
い
（
一
九
四
三
年
度
の
日
本
人
女
教
員
は
四
五
二
三
人
、
朝
鮮
人
女
教
員

は
三
四
四
二
人
）
が
、
両
者
の
人
数
の
差
が
特
に
顕
著
な
の
は
、
中
等
学
校
に

お
い
て
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
四
三
年
度
、
公
私
立
高
等
女
学
校
（
七
六
校
）

に
お
け
る
日
本
人
生
徒
数
（
一
六
四
七
八
人
目
と
朝
鮮
人
生
徒
数
（
～
六
　
二
七

人
）
は
ほ
ぼ
差
が
な
い
の
に
、
日
本
人
女
子
教
員
は
三
二
六
人
、
朝
鮮
人
女
教

員
は
一
〇
八
人
で
あ
っ
た
（
表
4
の
数
字
に
は
実
業
系
や
各
種
中
等
学
校
に
勤
務
す
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⑬

る
教
員
数
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
差
異
が
あ
る
）
。
朝
鮮
に
は
女
子
専
門
学
校
が
少
な
く
（
三
校
）
、
朝
鮮
人
女
性
が
中
等
教
員
に
な
る
た
め
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

日
本
留
学
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
朝
鮮
人
女
性
は
少
人
数
で
、
高
等
教
育
を
受
け
た
日
本
人
女
性
が
朝
鮮
に
渡
っ
て
女
子
中
等
教
育
を

担
っ
た
の
だ
ろ
う
。
中
等
学
校
に
進
学
す
る
朝
鮮
人
女
子
学
生
は
、
初
等
学
校
以
上
に
日
本
人
女
教
員
の
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
と
言
え

よ
・
つ
。

　
以
上
で
、
朝
鮮
に
お
け
る
日
本
人
女
教
員
は
年
々
増
加
し
て
い
き
、
朝
鮮
人
女
教
員
な
ど
よ
り
規
模
が
大
き
く
、
特
に
中
等
学
校
に
お
い
て

遙
か
に
上
回
っ
て
い
た
。
彼
女
た
ち
は
、
朝
鮮
人
生
徒
や
次
世
代
の
植
民
者
の
教
育
に
従
事
し
た
が
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
は
初
等
学
校

に
お
け
る
朝
鮮
人
生
徒
の
教
育
に
よ
り
多
く
当
て
ら
れ
て
お
り
、
女
子
中
等
学
校
の
場
合
は
、
植
民
地
統
治
時
期
を
通
し
て
朝
鮮
人
女
子
生
徒

よ
り
日
本
人
女
子
生
徒
の
教
育
を
担
当
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
日
本
人
女
教
員
数
の
推
移
や
特
徴
が
ど
う
で
あ
れ
、
大

多
数
の
朝
鮮
人
の
生
徒
た
ち
は
初
等
学
校
ま
た
は
女
子
中
等
学
校
で
彼
女
た
ち
の
教
え
を
受
け
て
い
た
。
こ
の
点
か
ら
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
朝
鮮
人
生
徒
に
対
す
る
彼
女
た
ち
の
影
響
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
次
章
で
こ
の
点
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
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①
併
合
前
の
朝
鮮
に
お
け
る
日
本
人
教
育
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
は
、
稲
葉
継

　
雄
『
旧
韓
国
～
朝
鮮
の
「
内
地
人
」
教
育
』
（
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）

　
を
参
照
。

②
「
韓
国
の
日
本
小
挙
校
に
て
は
従
来
教
員
を
得
る
に
苦
み
し
が
畿
局
者
の
奨
励

　
と
内
地
よ
り
は
比
較
的
高
級
を
得
ら
る
・
と
近
来
交
通
の
便
開
か
れ
し
た
め
渡
航

　
者
も
多
く
な
り
現
今
に
て
は
五
百
戸
以
上
位
の
日
本
居
留
地
に
て
は
容
易
に
旧
教

　
員
を
得
る
に
至
り
た
る
が
女
教
員
の
渡
航
は
尚
極
め
て
少
き
由
な
れ
ば
内
地
に
口

　
を
求
め
て
得
ざ
る
女
子
は
梢
当
の
手
続
を
履
み
て
渡
航
す
る
こ
と
有
望
な
る
べ
し

　
と
い
ふ
」
「
韓
国
に
於
け
る
小
学
女
教
師
」
『
婦
女
新
聞
』
第
二
八
三
号
、
一
九
〇

　
五
年
～
○
月
九
日
、
二
頁
。

③
第
一
章
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
日
本
女
子
大
学
校
卒
業
生
と
し
て
朝
鮮
で
工
場

　
を
経
営
す
る
夫
と
と
も
に
朝
鮮
に
渡
っ
た
廣
瀬
咲
子
は
、
「
此
の
地
の
高
等
女
学

　
校
は
中
学
よ
り
も
早
く
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
其
の
理
由
は
母
親
達
が
と
り
わ
け
女

　
児
を
教
育
の
為
に
本
国
に
残
し
て
参
る
事
を
嫌
が
り
ま
す
の
で
、
従
っ
て
婦
入
の

　
移
住
が
遅
れ
る
其
れ
等
の
必
要
が
迫
っ
て
高
等
女
学
校
の
設
立
を
急
い
だ
と
云
ふ

　
事
で
ご
ざ
い
ま
す
」
（
「
京
城
土
産
」
『
家
庭
週
報
㎞
第
一
八
八
号
、
｝
九
〇
九
年

　
五
月
ニ
期
日
、
二
頁
）
と
報
告
し
た
。

④
『
婦
女
新
聞
』
の
「
京
城
だ
よ
り
」
（
第
四
八
入
号
、
一
九
〇
九
年
九
月
一
七

　
日
、
六
頁
）
に
よ
れ
ば
、
漢
城
高
等
女
学
校
に
赤
穂
千
春
学
監
の
他
、
三
人
の
日

　
本
人
女
教
員
が
勤
め
て
い
た
。

⑤
日
本
女
子
大
学
校
校
同
窓
会
桜
楓
会
「
韓
国
京
城
支
部
扁
判
桜
楓
会
通
信
』
第

　
二
号
、
一
九
〇
八
年
、
一
一
六
頁
。

⑥
稲
葉
継
雄
、
前
掲
書
、
二
〇
〇
一
年
、
三
〇
五
～
三
二
一
頁
に
も
紹
介
さ
れ
て

　
い
る
。
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⑦
内
山
美
「
釜
山
よ
り
」
『
櫻
孫
王
会
報
』
第
ご
一
号
、
一
九
〇
七
年
、
四
三
～

　
四
五
頁
。

⑧
　
九
四
三
年
度
に
お
け
る
初
等
・
申
等
・
高
等
学
校
の
教
員
全
体
は
、
朝
鮮
人

　
男
子
教
員
（
～
七
五
四
六
人
）
、
日
本
人
男
子
教
員
（
一
二
五
六
二
人
）
、
日
本
人

　
女
教
員
（
四
五
二
三
人
）
、
朝
鮮
人
女
教
員
（
三
四
四
二
人
用
の
順
に
人
数
が
並

　
ぶ
。
朝
鮮
総
督
府
繋
朝
鮮
諸
学
校
一
覧
㎞
　
一
九
四
一
二
年
度
。

⑨
金
転
子
『
植
民
地
期
朝
鮮
の
教
育
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
1
就
学
・
不
就
学
を
め
ぐ

　
る
権
力
関
係
1
㎞
（
世
織
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
。

⑩
一
九
三
五
年
か
ら
四
二
年
ま
で
（
三
九
年
度
欠
落
）
、
二
二
の
女
子
師
範
学
校

　
の
講
習
科
（
在
籍
期
間
　
年
）
、
演
習
科
（
在
籍
期
間
二
年
）
、
尋
常
科
（
在
籍
期

　
間
四
年
）
の
日
本
人
卒
業
生
は
、
約
工
○
○
○
人
と
推
定
で
き
る
の
で
（
朝
鮮
総

　
督
府
州
朝
鮮
諸
学
校
｝
覧
紬
　
｝
九
三
五
年
度
～
図
工
年
度
。
各
年
度
の
日
本
人
卒

　
業
予
定
者
を
集
計
す
れ
ば
一
九
六
四
人
）
、
一
九
四
三
年
度
の
日
本
人
女
教
員
の

　
約
半
数
は
、
朝
鮮
の
女
子
師
範
学
校
出
身
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。

⑪
一
九
四
三
年
度
、
教
員
免
許
が
得
ら
れ
る
女
子
専
門
学
校
に
在
学
し
て
い
た
日

　
本
人
女
子
学
生
数
は
、
一
九
二
五
年
設
置
の
梨
花
女
子
専
門
学
校
に
五
人
、
一
九

　
三
七
年
設
置
の
淑
囲
女
子
専
門
学
校
に
九
六
人
で
あ
っ
た
（
朝
鮮
人
女
子
学
生
は
、

　
そ
れ
ぞ
れ
六
　
七
人
と
　
九
八
人
）
。
同
年
度
、
京
城
女
子
医
学
専
門
学
校
に
は
、

　
日
本
人
女
子
学
生
八
六
人
、
朝
鮮
人
女
子
学
生
二
二
四
人
遅
在
学
し
て
い
た
。
朝

　
鮮
総
督
府
槻
朝
鮮
諸
学
校
｝
覧
㎞
｛
九
四
三
年
度
。

⑫
吉
田
重
欄
夕
映
㎞
（
三
ケ
イ
社
、
一
九
九
八
年
）
。

⑬
朝
鮮
総
督
府
噸
朝
鮮
諸
学
校
一
覧
㎞
一
九
四
三
年
度
。

⑭
拙
著
㎎
朝
鮮
女
性
の
知
の
回
遊
i
植
民
地
文
化
支
配
と
B
本
留
学
i
匝

　
（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
。

第
三
章
　
日
本
人
女
教
員
は
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
と
し
て
い
か
に
認
識
さ
れ
た
か

　
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
世
紀
末
か
ら
日
本
で
遅
れ
た
朝
鮮
・
野
蛮
な
朝
鮮
人
と
い
う
見
方
・
イ
メ
ー
ジ
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
遅

れ
た
朝
鮮
を
い
か
に
教
え
る
の
か
は
、
植
民
地
支
配
を
本
格
化
し
た
帝
国
の
大
き
な
課
題
と
な
り
、
政
治
家
や
教
育
官
僚
を
は
じ
め
、
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

界
・
言
論
界
は
、
こ
ぞ
っ
て
朝
鮮
教
育
論
を
打
ち
出
し
た
。

　
そ
こ
で
浮
上
し
た
の
が
、
日
本
人
女
教
員
を
朝
鮮
に
送
る
こ
と
だ
っ
た
。
誰
が
い
か
に
遅
れ
た
朝
鮮
を
教
え
る
か
は
、
帝
国
の
担
い
手
が
い

か
に
構
想
さ
れ
た
か
の
問
題
で
あ
る
。
ひ
い
て
は
、
日
本
入
は
他
国
家
・
他
民
族
を
包
摂
す
る
帝
国
を
い
か
な
る
帝
国
意
識
を
も
っ
て
構
想
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

た
の
か
を
知
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
本
章
で
は
、
日
本
人
女
教
員
に
期
待
さ
れ
た
役
割
と
、
日
本
人
女
教
員
自
身
の
意
識
を
検
討
す
る
。
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第
一
節
　
日
本
人
女
教
員
に
期
待
さ
れ
た
役
割
は
何
か

　
朝
鮮
支
配
の
方
法
論
が
続
出
す
る
な
か
、
遅
れ
た
朝
鮮
に
日
本
人
女
教
員
を
送
る
こ
と
は
、
第
一
章
で
取
り
上
げ
た
朝
鮮
認
識
か
ら
導
か
れ

る
当
然
の
結
論
だ
っ
た
と
乞
え
よ
う
。
朝
鮮
を
変
え
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
先
に
朝
鮮
女
性
や
朝
鮮
の
家
庭
を
教
え
導
き
、
日
本
に
同
化
さ
せ

ね
ば
な
ら
な
い
が
、
朝
鮮
女
性
は
内
房
で
生
活
し
、
そ
こ
へ
の
出
入
り
は
外
部
男
性
に
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
こ
か
ら
、
当
然
、
朝
鮮
人
を
教
え

る
日
本
人
女
教
員
派
遣
の
案
が
練
ら
れ
、
打
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
次
の
『
婦
女
新
聞
幅
社
説
は
、
教
育
に
よ
る
朝
鮮
人
の
教
化
を
朝
鮮
支
配
の
最
上
の
方
法
と
見
る
立
場
に
立
っ
て
、
変
化
を
強
い
る
の
で
は

な
く
、
朝
鮮
入
が
内
心
か
ら
変
化
を
望
む
よ
う
な
教
育
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
優
先
的
に
朝
鮮
女
性
を
教
育
す
べ
き
だ
と
主
張
し
、
日

本
人
女
教
員
派
遣
の
必
要
性
を
説
い
た
。
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「
韓
国
に
重
て
は
、
婦
人
の
勢
力
案
外
に
強
く
し
て
、
如
何
な
る
こ
と
を
な
す
に
も
、
ま
つ
婦
人
を
動
か
さ
ず
は
、
到
底
根
本
に
立
入
っ
て
十
分
な
る
効
果

を
奏
す
る
能
は
ざ
る
也
。
…
…
韓
国
教
育
を
実
行
せ
ん
と
す
る
に
は
、
ま
つ
彼
等
婦
人
を
動
か
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
若
し
こ
の
手
段
に
出
で
す
し
て
、
た
だ

単
に
外
部
よ
り
之
が
教
育
を
強
ふ
も
、
そ
の
内
部
の
反
撲
を
打
破
す
る
に
堪
へ
ず
し
て
、
終
に
無
効
に
摩
せ
ん
の
み
。
然
り
、
韓
国
の
教
育
事
業
は
、
先
づ

そ
の
女
子
教
育
費
に
上
流
社
会
の
女
子
教
育
よ
り
始
め
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
也
。
而
し
て
、
そ
の
女
子
教
育
の
任
に
あ
た
る
も
の
、
又
必
ず
女
子
の
手
に
侯
た

ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
事
情
の
存
す
。
そ
は
、
韓
国
に
て
は
甚
し
き
男
女
隔
絶
主
義
行
は
れ
、
男
子
に
し
て
、
表
面
よ
り
婦
人
に
接
近
し
、
婦
人
の
間
に
働
く
こ

と
は
難
け
れ
ば
也
。
こ
れ
吾
人
が
、
我
が
婦
人
界
に
向
っ
て
こ
こ
に
声
を
大
に
し
て
、
韓
国
教
育
の
事
を
云
為
す
る
所
以
也
。
幸
に
し
て
我
が
婦
人
界
に
は
、

既
に
幾
多
の
人
才
あ
る
を
信
ず
。
学
殖
あ
り
、
識
見
あ
る
女
子
は
、
今
日
の
好
機
を
逸
せ
ず
、
我
が
肉
の
肉
、
骨
の
骨
た
る
べ
き
韓
国
の
為
に
大
も
奮
起
す

　
　
③

べ
き
也
」



　
日
本
人
女
教
員
に
大
き
な
期
待
を
抱
く
こ
の
考
え
は
、
後
の
「
韓
国
教
育
の
第
｝
歩
を
魚
心
に
せ
ん
が
た
め
、
我
国
よ
り
、
ま
つ
＝
一
百
の

女
教
育
家
を
遣
っ
て
以
て
こ
の
任
に
あ
た
ら
せ
る
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
今
日
、
我
国
に
於
け
る
女
教
師
の
中
に
は
、
喜
ん
で
韓
国
（
の
み
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ず
支
那
で
も
）
の
新
教
育
の
任
に
当
っ
て
見
た
い
と
常
に
望
ん
で
を
る
も
の
が
少
な
く
な
い
さ
う
で
あ
る
」
と
い
う
、
具
体
的
な
提
案
か
ら
も

確
認
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
日
韓
併
合
と
い
う
転
換
を
迎
え
る
と
、
『
婦
女
新
聞
』
は
、
帝
国
は
な
ぜ
日
本
人
女
教
員
を
必
要
と
す
る
か
に
つ
い
て
以
前
に
示

し
た
考
え
を
踏
襲
し
た
の
ち
、
い
か
な
る
日
本
人
女
教
員
が
必
要
か
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
付
け
加
え
た
。
そ
こ
で
、
朝
鮮
に
渡
る
す
べ

て
の
日
本
女
性
は
、
西
洋
の
宣
教
師
の
よ
う
な
存
在
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
点
は
興
味
深
い
。
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「
吾
等
は
両
者
【
女
医
と
女
教
員
】
を
職
業
と
せ
る
婦
人
が
、
成
る
べ
く
多
く
渡
航
し
て
此
国
家
の
裏
面
的
事
業
に
従
事
せ
ん
事
を
望
む
。
…
…
朝
鮮
に
要

す
る
は
、
高
尚
な
る
学
科
教
師
よ
り
も
寧
ろ
編
物
細
工
二
等
初
歩
の
手
芸
に
て
事
足
れ
ば
、
尋
常
小
学
専
科
教
員
位
の
技
術
あ
ら
ば
可
な
り
と
聞
く
。
…
－

殊
に
吾
等
は
、
現
に
朝
鮮
に
在
住
せ
ら
る
・
婦
人
に
対
し
て
、
余
力
を
此
の
裏
面
的
国
家
事
情
に
致
さ
れ
ん
事
を
切
望
す
。
…
…
要
す
る
に
、
我
が
婦
人
の

凡
て
が
宣
教
師
の
如
き
考
に
な
り
、
彼
等
の
神
を
思
ふ
が
如
く
我
が
国
家
を
思
ひ
、
機
に
ふ
れ
折
に
あ
ふ
毎
に
、
同
情
を
以
て
彼
の
婦
人
を
指
導
す
る
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
め
ば
、
其
の
感
化
は
、
彼
の
婦
人
の
み
に
止
ら
ず
、
間
接
に
は
わ
が
政
府
及
び
民
人
の
施
設
す
る
表
面
的
事
業
を
し
て
、
進
捗
を
容
易
な
ら
し
め
ん
」

　
以
上
の
よ
う
な
、
遅
れ
た
朝
鮮
に
日
本
人
女
教
員
を
派
遣
す
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
朝
鮮
で
実
施
さ
れ
る
は
ず
の
公
教
育
に
必
要
な
日
本
人
女

教
員
の
充
員
と
い
う
教
育
政
策
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
い
か
に
も
も
っ
と
も
な
意
見
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
意
見
は
、

主
体
的
で
自
立
し
た
女
性
を
育
て
る
女
子
教
育
は
、
男
性
・
社
会
・
国
家
の
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
と
い
う
観
点
を
持
ち
、
社
会
に
出
る
に
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

分
な
知
識
と
志
を
持
つ
女
性
た
ち
を
高
く
評
価
し
た
人
（
福
島
四
郎
）
が
、
植
民
地
に
対
す
る
帝
国
の
支
配
の
確
立
の
た
め
に
B
本
女
子
教
育

の
経
験
と
成
果
を
活
用
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
帝
国
の
支
配
の
成
立
が
日
本
女
性
に
も
た
ら
す
新
し
い
可
能
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性
も
意
識
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
朝
鮮
が
必
要
と
す
る
日
本
人
女
教
員
は
、
最
高
の
学
歴
や
学
問
を
有
す
る
人
物
よ
り
、
手
芸
に
詳
し
い
小

学
校
教
員
を
想
定
す
る
な
ど
、
日
本
と
朝
鮮
の
女
子
教
育
に
差
別
を
置
く
そ
の
考
え
は
、
日
本
女
性
に
開
か
れ
る
新
し
い
活
動
を
最
初
か
ら
萎

縮
さ
せ
て
し
ま
う
も
の
だ
っ
た
。
要
す
る
に
、
帝
国
意
識
は
自
国
の
女
子
教
育
の
発
展
を
抑
圧
す
る
縛
り
に
も
な
る
が
、
そ
の
点
が
自
覚
さ
れ

て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
遅
れ
た
朝
鮮
に
日
本
人
女
教
員
を
送
る
こ
と
は
、
帝
国
が
必
要
と
す
る
担
い
手
を
西
洋
の
宣
教
師
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
捉
え

る
考
え
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
帝
国
に
お
け
る
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
の
役
割
論
は
、
西
洋
宣
教
師
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス

ク
ー
ル
が
日
本
近
代
化
に
果
し
た
役
割
を
大
い
に
評
価
す
る
見
方
か
ら
来
た
着
想
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
～
九
世
紀
末
以
来
、
日
本
に
広
が
っ
た

朝
鮮
蔑
視
観
を
肯
ず
る
優
越
者
・
支
配
玉
の
特
権
（
指
導
権
）
と
「
善
良
さ
」
が
、
日
本
の
文
明
に
よ
っ
て
野
蛮
な
朝
鮮
人
の
心
を
改
め
る
と

い
う
、
コ
ロ
ニ
ア
ル
こ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
の
モ
チ
ー
フ
を
見
出
し
た
の
だ
ろ
う
。
彼
ら
は
、
頑
固
で
、
無
礼
で
、
怠
け
者
で
、
不
潔
な
朝
鮮
人
、

秩
序
意
識
も
公
共
意
識
も
国
民
意
識
も
持
ち
得
て
い
な
い
遅
れ
た
朝
鮮
人
に
、
文
明
の
光
を
当
て
心
を
改
め
さ
せ
る
こ
と
（
日
本
化
）
が
、
ま

さ
に
「
福
音
」
で
あ
り
、
朝
鮮
人
の
た
め
の
最
良
の
道
で
あ
る
と
信
じ
疑
わ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
帝
国
の
安
定
と
利
益
を

生
み
出
す
と
み
た
。

　
帝
国
の
担
い
手
を
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
捉
え
た
場
合
、
彼
ら
は
朝
鮮
で
ど
の
よ
う
な
心
構
え
で
行
動
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
か
。
例
え
ば
、
次
の
例
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
彼
ら
は
（
こ
こ
で
は
朝
鮮
に
渡
っ
た
日
本
女
性
）
、
大
っ
ぴ
ら
に
指

導
者
と
し
て
振
舞
っ
た
り
、
大
き
な
態
度
で
押
し
つ
け
た
り
す
る
人
で
は
な
い
。
自
ら
が
模
範
に
な
る
こ
と
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
朝

鮮
女
性
を
感
化
さ
せ
、
尊
敬
の
念
を
抱
か
せ
、
朝
鮮
入
の
内
心
か
ら
の
同
調
を
得
て
朝
鮮
家
庭
を
文
明
化
・
日
本
化
へ
導
く
人
と
な
る
べ
き
だ

と
考
え
ら
れ
た
。
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「
在
韓
婦
人
が
、
身
を
以
て
模
範
と
し
、
親
切
を
以
て
指
導
し
、
不
知
不
識
の
間
に
彼
等
韓
国
婦
人
を
し
て
自
覚
せ
し
む
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
教
育
の
普



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

及
は
望
む
べ
か
ら
ず
、
家
庭
の
改
善
は
期
す
べ
か
ら
ず
、
韓
国
を
真
の
文
明
の
域
に
進
め
て
、
帝
国
の
天
職
を
全
う
す
る
こ
と
は
能
は
ざ
る
な
り
」

　
「
在
韓
の
臼
本
婦
人
は
、
自
ら
巳
本
の
婦
人
を
代
表
せ
る
も
の
な
る
事
を
覚
悟
し
、
一
挙
手
一
投
足
に
も
、
十
分
の
注
意
を
加
へ
、
消
極
的
に
は
母
国
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

辱
し
め
ざ
ら
ん
孕
め
、
積
極
的
に
は
彼
等
【
朝
鮮
人
】
を
感
化
し
て
、
欽
慕
せ
ら
れ
敬
服
せ
ら
る
・
ま
で
、
其
の
身
を
慎
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
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⑨

　
日
本
が
朝
鮮
支
配
の
理
念
と
し
て
打
ち
出
し
た
同
化
主
義
は
、
日
本
人
の
中
で
も
そ
の
理
解
や
政
策
的
な
立
場
は
多
様
だ
っ
た
。
そ
の
理
解

や
立
場
に
よ
っ
て
、
誰
が
遅
れ
た
朝
鮮
入
を
い
か
に
教
え
る
の
か
と
い
う
、
帝
国
の
困
難
を
解
決
す
る
の
に
必
要
な
担
い
手
に
関
す
る
考
え
も

同
じ
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
例
え
ば
、
自
己
の
劣
等
や
日
本
の
優
越
を
認
め
、
や
む
を
得
ず
朝
鮮
の
日
本
化
を
受
け
入
れ
る
従
順
な
朝
鮮
人

の
育
成
を
目
標
に
す
る
こ
と
と
、
朝
鮮
人
を
改
心
さ
せ
、
彼
ら
を
精
神
的
に
文
化
的
に
日
本
人
に
作
り
上
げ
よ
う
と
す
る
こ
と
と
で
は
、
必
要

に
な
っ
て
く
る
帝
国
の
担
い
手
の
質
が
違
う
の
だ
。

　
し
か
し
、
帝
国
に
お
け
る
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
役
割
論
は
、
首
尾
一
貫
し
た
帝
国
論
と
し
て
人
々
の
植
民
地
認
識
や
国
家
政
策

に
影
響
を
与
え
て
い
た
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
。
た
だ
こ
こ
で
言
え
る
の
は
、
朝
鮮
に
渡
る
日
本
人
女
教
員
に
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ

リ
ー
の
マ
イ
ン
ド
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
、
B
本
女
性
の
中
で
あ
る
程
度
自
覚
的
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
将
来
に
帝
国
の
女
子
教
育
を
損
う
人
材
と
し
て
養
成
を
受
け
て
い
る
女
子
学
生
の
認
識
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

一
九
一
七
年
度
に
学
生
有
志
に
よ
る
朝
鮮
・
満
州
旅
行
に
参
加
し
た
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
学
生
は
、
朝
鮮
に
お
け
る
日
本
人
女
教
員
（
以

下
に
挙
げ
た
例
に
は
教
員
全
般
に
つ
い
て
書
か
れ
た
が
）
は
、
同
情
、
友
愛
、
親
和
等
の
普
遍
的
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
満
ち
た
、
真
の
勝
利
者
と

し
て
、
遅
れ
た
朝
鮮
人
を
改
め
る
存
在
だ
と
み
た
。

　
「
ヨ
ボ
階
級
の
人
達
【
労
働
者
等
の
貧
し
い
人
】
を
み
て
私
は
、
た
だ
も
う
み
じ
め
だ
と
い
ふ
感
に
う
た
れ
た
。
う
る
ほ
ひ
も
な
い
。
涙
も
な
い
。
荒
み

き
っ
た
生
活
を
し
み
じ
み
可
愛
さ
う
に
思
っ
た
。
：
…
二
時
は
や
く
め
さ
め
た
ば
か
り
に
一
足
さ
き
に
、
文
明
に
た
ど
り
つ
い
た
だ
け
で
、
決
し
て
私
達
は
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タ
イ
ラ
ン
ト
【
な
鑓
艮
暴
君
】
の
様
な
心
地
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
姉
さ
ん
分
と
い
っ
た
様
に
、
や
さ
し
く
そ
ろ
そ
ろ
と
導
い
て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
侮

る
理
由
も
な
け
れ
ば
、
溶
し
つ
け
る
権
利
も
な
い
。
同
胞
に
は
か
は
り
な
い
。
威
張
る
の
が
勝
利
者
で
は
な
い
。
梢
も
す
れ
ば
弱
い
も
の
、
あ
は
れ
な
も
の

に
威
張
り
た
が
る
。
強
い
や
う
だ
が
こ
こ
が
人
間
の
弱
い
と
こ
ろ
。
私
は
朝
鮮
入
を
み
て
し
み
じ
み
こ
ん
な
こ
と
を
思
っ
た
。
ど
ん
な
優
し
い
手
を
ひ
ろ
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

て
も
迎
へ
た
い
。
ひ
ろ
い
心
で
迎
へ
た
い
」

　
「
未
開
な
無
頼
な
、
彼
等
【
朝
鮮
人
】
は
、
導
く
よ
り
も
ま
つ
第
～
に
、
愛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ふ
。
親
和
を
以
て
、
彼
の
心
服
を
得
て
こ
そ
、

教
へ
る
事
も
、
導
く
事
も
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
感
服
せ
し
め
る
の
み
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
い
つ
ま
で
も
不
徹
底
に
終
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
真
と
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愛
と
を
以
て
接
し
た
時
、
初
め
て
ほ
ん
と
う
の
融
和
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
…
…
固
く
閉
さ
れ
た
彼
等
の
個
性
を
発
展
さ
せ
、
遊
惰
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
彼
等
に
勤
労
の
楽
し
さ
と
、
尊
さ
と
を
自
覚
さ
せ
る
の
は
、
日
本
入
の
使
命
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
㎝
に
、
教
育
の
力
に
侯
つ
よ
り
外
に
仕
方
が
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

菰
に
至
っ
て
、
教
育
者
の
責
任
の
大
な
る
を
切
実
に
感
ず
る
」

　
ま
た
尊
墨
会
幹
部
と
し
て
朝
鮮
を
視
察
し
た
日
本
女
性
は
、
日
本
人
女
教
員
が
真
に
朝
鮮
人
を
理
解
し
指
導
す
る
た
め
に
は
、
十
分
な
朝
鮮

語
を
習
得
す
べ
き
だ
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
「
若
し
も
徹
底
し
た
教
育
で
、
此
朝
鮮
人
を
開
発
し
啓
蒙
す
る
に
は
ま
つ
教
師
自
身
朝

鮮
語
を
十
分
に
理
解
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
教
師
の
過
半
は
日
本
人
で
あ
る
外
に
鮮
人
の
教
師
が
み
る
。
…
…
こ
こ
に
生
活
す
る
に
日
本

語
さ
へ
あ
れ
は
事
足
る
故
を
以
て
鮮
人
に
日
本
語
で
知
識
を
注
入
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
し
て
も
、
決
し
て
教
育
は
徹
底
し
た
と
は
い
へ
ぬ
。

彼
ら
の
思
想
を
解
す
る
為
に
自
由
に
朝
鮮
語
を
語
る
人
が
は
じ
め
て
彼
等
を
理
解
し
指
導
し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
い
ふ
、
不
安
が
胸
底
を
往

来
し
た
。
鮮
人
の
教
師
と
生
徒
は
朝
鮮
語
を
し
ら
ぬ
、
指
導
者
の
下
に
何
事
を
企
画
す
る
か
実
に
恐
ろ
し
い
事
だ
と
思
っ
た
。
朝
鮮
教
育
に
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

す
る
人
は
そ
の
言
語
の
理
解
を
第
一
要
件
と
し
て
、
出
発
点
と
し
て
な
さ
る
べ
き
前
途
を
持
つ
の
だ
」
と
。
こ
こ
で
は
日
本
人
教
員
が
朝
鮮
語

を
習
得
す
る
理
由
と
し
て
、
朝
鮮
人
と
円
満
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
よ
り
彼
ら
を
理
解
す
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
朝
鮮
人
が
問

題
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
事
前
に
統
制
す
る
た
め
の
目
的
も
認
識
さ
れ
た
。
彼
女
ら
は
、
コ
ロ
ニ
ア
ル
こ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
の
置
か
れ
る
難
し
い
立



場
を
理
解
し
た
の
だ
。
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
は
、
遅
れ
た
朝
鮮
人
を
文
明
へ
導
く
こ
と
が
朝
鮮
人
の
た
め
に
な
る
と
信
じ
て
疑
わ

な
い
が
、
朝
鮮
人
も
同
じ
よ
う
に
考
え
信
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
朝
鮮
人
の
本
心
に
対
す
る
募
る
不
安
と
闘
い
な
が
ら
、
決
し
て
帝
国
の

安
定
と
利
益
に
奉
仕
す
る
自
分
の
役
割
や
立
場
を
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
人
な
の
だ
。

　
要
す
る
に
、
日
本
人
女
教
員
を
は
じ
め
、
朝
鮮
に
渡
る
日
本
女
性
に
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
、
そ
の

点
は
、
日
本
女
性
の
中
で
あ
る
程
度
共
感
を
呼
ん
で
い
た
。
次
節
で
は
、
日
本
人
女
教
員
が
自
分
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
見
た
の
か
に
つ
い
て

考
察
す
る
。
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第
二
節
　
日
本
人
女
教
員
自
身
は
い
か
に
考
え
た
か

　
第
二
章
で
み
た
よ
う
に
、
か
な
り
の
規
模
の
日
本
人
女
教
員
が
朝
鮮
で
日
本
人
生
徒
や
朝
鮮
人
生
徒
を
教
え
た
が
、
自
身
の
考
え
を
表
明
し

た
日
本
人
女
教
員
の
例
は
少
な
い
。
た
と
え
見
解
が
述
べ
ら
れ
た
場
合
で
も
、
そ
れ
は
公
教
育
の
教
員
（
朝
鮮
支
配
の
第
一
線
に
立
つ
者
）
と
い

う
立
場
を
意
識
し
た
意
見
か
も
し
れ
な
い
し
、
戦
後
の
回
想
記
・
聞
き
取
り
調
査
（
男
女
教
員
）
に
も
、
朝
鮮
の
子
ど
も
ら
を
愛
し
、
朝
鮮
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

子
ど
も
た
ち
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
た
「
善
良
な
」
教
員
の
姿
が
多
い
（
も
と
も
と
「
善
良
な
」
教
員
が
多
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
）
な
ど
、
教
員
の

意
識
の
う
ち
で
、
国
家
や
自
他
か
ら
認
め
ら
れ
る
も
の
が
記
録
に
残
り
や
す
い
。
そ
れ
ゆ
え
日
本
人
女
教
員
の
意
識
全
体
や
時
期
別
の
変
化
等

を
明
ら
か
に
す
る
の
は
難
し
い
が
、
こ
こ
で
は
、
日
本
人
女
教
員
が
自
身
の
役
割
に
つ
い
て
述
べ
た
次
の
三
つ
の
例
を
用
い
て
、
彼
女
た
ち
の

中
に
あ
っ
た
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
意
識
を
み
て
み
る
。
最
後
に
そ
の
よ
う
な
意
識
を
持
つ
日
本
人
女
教
員
が
果
し
た
役
割
は
何
だ

っ
た
か
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
最
初
の
例
は
、
第
一
章
で
も
あ
げ
た
が
、
日
韓
併
合
の
当
時
、
朝
鮮
の
私
立
女
学
校
の
教
員
で
あ
っ
た
日
本
女
子
大
学
校
卒
業
生
の
金
森
京

子
の
考
え
で
あ
る
。
彼
女
は
、
「
同
胞
姉
妹
よ
、
韓
土
の
赤
き
山
を
青
く
し
、
荒
れ
た
る
畑
に
水
々
し
き
苗
を
作
る
責
任
は
、
愛
す
る
諸
姉
の

手
に
存
す
る
事
を
自
覚
し
給
ひ
て
、
新
領
土
の
開
拓
を
、
唯
に
男
子
に
の
み
待
つ
事
な
く
、
進
ん
で
自
ら
玄
海
の
浪
を
越
え
来
給
へ
よ
。
然
ら
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ば
諸
姉
の
前
に
は
広
き
働
き
の
世
界
が
開
け
、
献
身
の
誠
心
と
実
力
と
、
忍
耐
と
だ
に
あ
ら
ば
、
諸
姉
の
欲
す
る
が
儘
に
目
的
を
実
現
し
、
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
気
の
毒
な
る
婦
人
を
、
苦
界
よ
り
救
ひ
出
す
事
が
出
来
る
の
で
あ
り
ま
す
」
と
言
う
。
彼
女
に
と
っ
て
日
本
人
女
教
員
と
は
、
進
ん
で
新
領

土
に
渡
る
人
、
そ
の
荒
れ
地
に
文
明
の
種
を
撒
い
て
苗
を
育
て
る
人
、
そ
の
地
の
惨
め
で
苦
痛
に
陥
ら
れ
て
い
る
人
を
救
い
出
す
人
、
献
身
・

実
力
・
忍
耐
を
備
え
て
い
る
人
で
あ
っ
た
。

　
次
の
例
は
、
一
九
二
一
年
、
日
本
女
子
大
学
校
を
卒
業
し
て
朝
鮮
の
大
郵
高
等
女
学
校
（
日
本
人
学
校
）
に
赴
任
し
て
間
も
な
い
浅
井
操
の

考
え
で
あ
る
。
彼
女
は
日
本
人
女
学
校
の
教
員
に
な
る
た
め
朝
鮮
に
渡
っ
た
が
、
貧
困
層
の
朝
鮮
の
子
ど
も
、
日
本
人
に
差
別
さ
れ
る
朝
鮮
人
、

日
本
人
と
朝
鮮
人
の
分
離
教
育
な
ど
の
朝
鮮
の
現
実
を
見
て
、
次
世
代
の
植
民
者
で
あ
る
日
本
人
生
徒
に
朝
鮮
人
に
対
す
る
正
し
い
態
度
を
教

え
、
内
鮮
融
和
の
た
め
に
働
く
人
材
を
養
成
す
る
の
が
自
分
の
役
割
だ
と
自
覚
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
た
。
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「
汽
車
に
体
を
運
ん
で
窓
か
ら
外
を
な
が
め
ま
す
と
ま
だ
ま
だ
こ
こ
【
朝
鮮
】
は
内
地
よ
り
も
人
が
少
い
と
思
ひ
ま
し
た
。
次
に
処
々
の
山
蔭
か
ら
出
て

く
る
鮮
人
の
汚
い
ノ
ラ
ク
ラ
な
風
を
見
て
な
ん
と
も
い
ひ
や
う
の
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
只
子
供
が
無
邪
気
に
遊
ん
で
み
る
の
を
見
る
と
流
石
に
す

な
ほ
な
気
持
を
味
は
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
是
等
の
子
供
を
本
当
に
教
育
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ
と
思
ひ
ま
し
た
。
次
に
心
を
痛
め
ま
し
た
の
は
心
な
い
日

本
人
の
鮮
人
に
対
す
る
態
度
で
す
。
そ
れ
は
買
物
に
い
っ
た
時
に
知
っ
た
の
で
し
た
。
店
の
子
僧
ま
で
が
可
成
立
派
な
鮮
人
を
も
人
間
と
し
て
待
遇
し
て
み

な
い
の
で
す
。
私
は
そ
の
店
で
買
っ
た
も
の
を
た
た
き
つ
け
て
や
り
た
い
と
さ
へ
思
っ
た
こ
と
も
度
々
あ
り
ま
し
た
。
さ
う
し
て
暗
い
気
持
で
、
家
に
帰
る

こ
と
が
多
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
は
鮮
人
を
知
る
機
会
も
な
く
そ
の
外
見
を
見
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
か
ら
、
ま
だ
ど
れ
だ
け
ひ
ど
い
こ
と
が
行
は
れ
ど
れ
だ
け

鮮
人
が
低
い
も
の
か
よ
く
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
い
つ
れ
に
し
て
も
人
間
ら
し
い
温
情
で
交
ら
ね
ば
い
け
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
…
…
私
は
鮮
人
の
教
育
で
な
く

て
日
本
人
の
み
の
教
育
に
従
っ
て
居
り
ま
す
が
、
可
成
大
き
な
女
学
校
で
内
地
の
女
学
校
に
比
し
て
遜
魚
の
な
い
或
は
そ
れ
以
上
の
学
校
で
あ
り
ま
す
の
に

鮮
人
は
一
人
も
ゐ
ま
せ
ん
。
　
－
私
は
こ
れ
等

ま
す
。
こ
れ
が
私
の
大
き
な
務
め
の
～

　
　
　
【
日
本
人
】
の
生
徒
に
本
当
に
正
し
い
鮮
人
に
対
す
る
態
度
を
悟
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
居
り

つ
で
す
。
そ
し
て
や
が
て
は
こ
れ
等
の
小
さ
い
女
の
子
が
日
空
融
和
の
た
め
に
働
く
人
に
な
っ
て
貰
ひ
た
い
と
思
つ



　
　
　
⑯

て
居
り
ま
す
」

槙民地朝鮮に渡ったコロニアル・ミッショナリー（朴）

　
最
後
の
例
は
、
淑
明
高
等
女
学
校
の
創
立
に
か
か
わ
っ
た
玉
澤
能
恵
の
考
え
で
あ
る
。
彼
女
は
、
「
私
が
朝
鮮
へ
参
っ
た
の
は
、
天
の
使
命

と
思
ひ
ま
す
。
慾
得
忘
れ
て
彼
等
娘
等
が
、
私
と
一
処
に
働
く
気
に
成
っ
て
呉
れ
る
の
は
何
時
の
事
か
と
、
そ
れ
計
り
思
っ
て
居
ま
す
。
朝
鮮

に
在
る
は
報
恩
の
心
で
す
。
昔
朝
鮮
の
開
け
て
居
た
時
は
、
我
が
国
は
導
か
れ
ま
し
た
。
今
は
私
共
が
少
し
進
ん
で
居
る
か
ら
、
其
方
法
を
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

へ
に
参
っ
た
と
云
ふ
考
へ
で
す
。
今
頃
は
日
本
の
善
政
に
依
っ
て
喜
び
懐
く
も
の
が
田
舎
の
隅
々
ま
で
行
き
渡
ら
う
と
し
て
居
り
ま
す
」
と
語

っ
た
。
進
ん
だ
人
が
遅
れ
た
人
を
教
え
導
く
の
は
、
進
ん
だ
人
の
天
の
使
命
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
。
そ
の
進
ん
だ
人
の
「
善
良
さ
」
は
、
朝

鮮
人
の
聞
で
士
暴
ん
で
迎
え
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
以
上
の
三
つ
の
例
か
ら
、
朝
鮮
に
渡
っ
た
日
本
人
女
教
員
の
持
っ
た
コ
ロ
ニ
ア
ル
こ
、
、
ッ
シ
ョ
ナ
リ
i
意
識
の
一
端
を
見
た
。
こ
れ
ら
の
例

か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
心
か
ら
遅
れ
た
朝
鮮
人
を
助
け
、
導
く
の
を
願
う
「
善
良
な
」
日
本
人
で
あ
る
。
彼
女
ら
に
は
邪
悪
な
支
配
者
の
顔

が
な
い
。
彼
女
ら
自
身
も
そ
の
よ
う
な
日
本
人
を
嫌
悪
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
女
ら
は
、
当
時
の
殆
ん
ど
の
日
本
人
と
同
様
、
日
本
の
朝
鮮
支

配
を
正
当
か
つ
肯
定
的
に
捉
え
、
日
本
の
教
え
を
朝
鮮
人
に
と
っ
て
の
「
福
音
」
と
し
て
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
彼
女
ら
の

意
識
は
、
外
部
か
ら
襲
っ
て
き
た
力
の
両
面
性
、
す
な
わ
ち
文
明
と
暴
力
を
同
時
に
経
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
朝
鮮
人
の
困
難
さ
と
引
き
裂

か
れ
る
思
い
を
見
な
い
、
い
や
見
る
す
べ
を
持
ち
得
て
い
な
い
、
支
配
者
の
独
り
よ
が
り
の
、
薄
っ
ぺ
ら
で
通
り
一
遍
の
、
偽
善
的
な
意
識
だ

と
見
な
し
批
判
す
る
の
は
容
易
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
考
え
て
み
た
い
の
は
、
「
善
良
な
」
日
本
人
が
果
し
た
役
割
は
何

だ
っ
た
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
帝
国
の
担
い
手
と
し
て
の
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
の
意
義
を
知
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
淵
澤
能
恵
の
教
え
を
受
け
た
趙
慶
喜
（
単
離
女
子
高
等
普
通
学
校
卒
業
後
、
新
潟
県
立
相
当
高
等
女
学
校
に
編
入
。
さ
ら
に
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校

文
科
に
入
学
、
卒
業
後
は
東
京
文
理
科
大
学
へ
進
み
、
一
九
三
二
年
に
文
学
士
を
取
得
）
は
、
一
九
三
六
年
に
京
城
で
亡
く
な
っ
た
淵
澤
の
計
報
に
東

京
で
接
し
（
当
時
、
彼
女
は
東
京
の
実
践
女
学
校
で
教
え
て
い
た
）
、
『
婦
女
新
聞
轍
に
淵
澤
の
こ
と
を
回
顧
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
で
す
か
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ら
御
自
分
の
信
仰
を
人
に
す
す
め
る
こ
と
も
な
さ
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
内
方
融
和
な
ど
も
積
極
的
に
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

傍
に
居
る
と
和
め
ら
れ
る
や
う
な
温
い
先
生
の
御
人
格
が
、
積
極
的
に
な
さ
る
以
上
に
、
立
派
に
内
鮮
融
和
に
役
立
っ
て
る
ま
す
も
の
ね
え
」

と
。　

趙
慶
喜
は
一
九
二
〇
年
代
前
半
に
淑
明
女
子
高
等
普
通
学
校
（
光
淑
明
高
等
女
学
校
）
で
学
ん
だ
。
一
九
一
九
年
の
三
・
一
独
立
運
動
後
、
文

化
統
治
を
標
榜
す
る
朝
鮮
総
督
府
の
政
策
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
語
の
新
聞
や
雑
誌
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
学
校
も
就
学
者
も
徐
々
に
増
え

て
い
き
、
朝
鮮
知
識
人
の
中
か
ら
も
、
実
力
養
成
論
者
（
独
立
運
動
に
先
ん
じ
て
独
立
に
必
要
な
実
力
の
培
養
を
主
張
す
る
立
場
）
が
支
持
を
集
め
て

い
っ
た
。
ま
た
、
一
九
三
一
年
に
勃
発
し
た
満
州
事
変
は
、
朝
鮮
民
衆
に
日
本
帝
国
の
「
強
さ
」
を
思
い
知
ら
せ
た
事
件
と
し
て
、
日
本
の
朝

鮮
支
配
が
短
期
間
に
終
息
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
が
朝
鮮
人
を
襲
っ
た
。
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
も
親
世
代
と
変
わ
ら
ず
日
本
帝

国
の
支
配
下
で
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
れ
ば
、
今
以
上
に
子
ど
も
た
ち
に
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
は
日
本
語
の
能
力
と
学
歴
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

は
な
か
ろ
う
か
と
親
た
ち
は
考
え
た
に
違
い
な
い
。

　
こ
う
し
て
時
間
と
と
も
に
日
本
の
朝
鮮
支
配
は
多
様
な
意
味
で
進
行
し
て
い
く
が
、
そ
の
な
か
で
、
朝
鮮
女
性
を
日
本
の
教
え
に
惹
き
つ
け

る
力
を
発
揮
し
た
の
は
コ
ロ
ニ
ア
ル
こ
・
、
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
の
意
識
を
持
っ
た
日
本
人
女
教
員
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
遅
れ
た
朝
鮮
人
を

思
う
彼
女
ら
の
「
善
良
さ
」
（
し
か
も
、
押
し
つ
け
が
ま
し
い
態
度
が
な
い
）
、
彼
女
ら
の
手
に
あ
る
文
明
の
力
と
魅
力
、
朝
鮮
女
性
の
中
に
は
多
く

存
在
し
な
い
社
会
的
地
位
を
得
た
働
く
女
性
の
存
在
感
は
、
朝
鮮
の
女
の
子
ら
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
彼
女
ら
は
、

次
の
趙
塗
装
の
事
例
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
あ
こ
が
れ
の
的
だ
っ
た
り
、
模
範
だ
っ
た
り
し
た
。
趙
慶
喜
は
、
朝
鮮
女
性
最
初
の
文
学
士
と
し

て
『
婦
女
新
聞
臨
で
報
道
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
「
門
趙
が
淑
明
女
子
高
等
普
通
学
校
に
入
学
し
た
頃
に
】
淵
七
型
刀
自
は
、
朝
鮮
女
子
教
育
界

に
対
す
る
功
労
に
よ
っ
て
、
表
彰
の
栄
に
搬
は
れ
た
。
こ
れ
を
見
た
趙
女
史
は
、
幼
な
心
に
『
女
も
学
問
を
す
れ
ば
、
天
皇
陛
下
か
ら
御
ほ
め

を
い
た
だ
け
る
』
と
考
へ
、
こ
の
栄
へ
の
あ
こ
が
れ
の
小
さ
な
芽
生
え
が
、
女
史
を
し
て
遂
に
朝
鮮
女
性
最
初
の
し
か
も
唯
一
人
の
女
学
士
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ま
で
成
長
さ
せ
た
の
だ
っ
た
」
と
記
さ
れ
た
。
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植民地朝鮮に渡ったコロニアル・ミッショナリー（朴）

　
こ
う
し
た
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
と
し
て
の
日
本
人
女
教
員
の
役
割
は
、
植
民
地
支
配
の
暴
力
性
よ
り
、
文
明
性
・
近
代
性
の
光

を
輝
か
せ
、
朝
鮮
の
子
ど
も
ら
と
親
た
ち
に
、
さ
ら
に
は
日
本
人
自
身
に
、
植
民
地
支
配
の
邪
悪
さ
よ
り
「
善
良
さ
」
を
宣
べ
伝
え
る
こ
と
だ

っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
で
皇
民
化
は
遅
れ
た
朝
鮮
人
を
日
本
人
に
作
り
直
す
、
最
良
の
導
き
と
さ
れ
た
の
だ
。

　
以
上
、
本
稿
で
は
、
史
料
的
な
限
界
に
よ
っ
て
、
日
本
人
女
教
員
の
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
意
識
や
役
割
に
つ
い
て
、
断
片
的
な

分
析
を
し
た
が
、
そ
の
解
明
の
た
め
に
は
次
の
よ
う
な
問
題
を
さ
ら
に
検
討
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
彼
女
た
ち
が
朝
鮮
に
広
め

よ
う
と
し
た
文
明
と
い
う
「
福
音
」
の
中
身
は
何
だ
っ
た
か
（
科
学
的
な
知
識
だ
っ
た
か
、
マ
ナ
ー
だ
っ
た
か
）
。
自
分
ら
の
教
え
に
よ
っ
て
朝
鮮

人
の
内
面
を
「
回
心
」
さ
せ
、
日
本
人
と
し
て
作
り
直
す
た
め
、
具
体
的
に
何
を
な
す
べ
き
と
思
っ
た
か
。
朝
鮮
人
教
員
を
ど
の
よ
う
な
存
在

と
し
て
見
た
か
（
自
分
た
ち
の
助
力
者
と
し
て
み
た
か
）
。
在
朝
西
洋
宣
教
師
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
た
か
（
彼
ら
の
文
明
観
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

の
教
育
を
ど
の
よ
う
に
み
た
か
）
。
国
家
の
暴
力
に
よ
る
朝
鮮
人
弾
圧
の
問
題
は
い
か
に
考
え
た
か
。
こ
れ
ら
の
多
く
の
問
題
は
今
後
の
検
討
課

題
に
な
ろ
う
。

①
併
合
前
後
に
お
け
る
日
本
の
教
育
関
係
者
の
朝
鮮
教
育
論
に
関
し
て
は
、
佐
藤

　
由
美
「
『
併
合
』
前
後
の
教
育
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
朝
鮮
植
民
地
教
育

　
論
」
『
ア
ジ
ア
教
育
史
研
究
㎞
ア
ジ
ア
教
育
史
学
会
、
第
六
巻
、
一
九
九
七
年
、

　
三
〇
～
四
〇
頁
を
参
照
。

②
第
一
章
で
取
り
上
げ
た
日
本
女
性
た
ち
は
、
誰
が
遅
れ
た
朝
鮮
を
教
え
る
か
に

　
関
し
て
、
直
接
的
な
日
本
女
教
員
論
で
は
な
い
が
、
そ
れ
を
補
う
も
の
と
し
て
在

　
朝
日
本
女
性
の
役
割
論
を
主
張
し
た
。

③
社
説
「
韓
国
の
女
子
教
育
」
門
婦
女
新
聞
』
第
二
二
一
号
、
一
九
〇
四
年
八
月

　
一
日
、
一
頁
。

④
基
山
望
月
「
韓
国
の
教
育
と
女
子
」
噌
婦
女
新
聞
㎞
第
二
七
二
号
、
一
九
〇
五

　
年
七
月
二
四
日
、
四
頁
。

⑤
社
説
「
朝
鮮
開
発
と
婦
人
」
『
婦
女
新
聞
』
第
五
三
八
号
、
～
九
一
〇
年
九
月

　
九
日
、
一
頁
。

⑥
彼
の
女
子
教
育
論
に
つ
い
て
は
、
友
野
清
文
「
近
代
女
子
教
育
と
開
婦
女
新

　
聞
』
」
『
婦
女
新
聞
』
を
読
む
会
編
、
前
掲
書
、
一
四
五
～
エ
ハ
六
頁
を
参
照
。

⑦
社
説
「
在
韓
婦
人
の
任
務
」
『
婦
女
新
聞
㎞
第
三
八
入
号
、
～
九
〇
七
年
～
○

　
月
一
四
日
、
一
頁
。

⑧
社
説
「
在
韓
婦
人
の
任
務
（
中
）
」
『
婦
女
新
聞
』
第
四
八
六
号
、
一
九
〇
九
年

　
九
月
三
日
、
　
頁
。

⑨
佐
藤
由
美
、
前
掲
書
を
参
照
。

⑩
東
京
女
子
高
等
師
範
学
生
有
志
に
よ
る
朝
鮮
・
満
州
旅
行
は
、
～
九
…
六
年
度

　
か
ら
一
九
二
〇
年
度
ま
で
実
施
さ
れ
た
。
奥
田
環
「
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
の

　
『
修
学
旅
行
㎞
」
噸
人
文
科
学
研
究
㎞
お
茶
の
水
女
子
大
学
、
第
七
巻
、
二
〇
一
一

　
年
、
四
一
～
五
五
頁
を
参
照
。
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⑪
平
山
壽
満
「
鮮
満
の
旅
」
『
櫻
蔭
会
会
報
』
第
五
〇
号
、
一
九
一
七
年
、
四
七

　
頁
。

⑫
重
松
ム
ラ
「
鮮
満
の
旅
」
噸
櫻
藩
士
会
報
穂
第
五
〇
号
、
一
九
一
七
年
、
五
三

　
～
五
四
頁
。

⑬
阿
部
よ
し
お
・
三
浦
千
代
「
三
論
旅
行
日
記
扁
鱗
櫻
蔭
会
会
報
㎞
第
四
六
号
、

　
～
九
工
ハ
年
、
六
七
～
六
八
頁
。

⑭
咲
本
和
子
「
『
皇
民
化
㎞
政
策
期
の
在
朝
日
本
人
－
京
城
女
子
師
範
学
校
を

　
中
心
に
一
」
『
国
際
関
係
学
研
究
㎞
津
田
塾
大
学
紀
要
委
員
会
、
第
二
五
号
、

　
一
九
九
八
年
、
七
九
～
九
四
頁
を
参
照
。

⑮
金
森
京
子
、
前
掲
書
、
五
七
頁
。

⑯
浅
井
操
「
朝
鮮
よ
り
」
『
家
庭
週
報
』
第
六
一
九
号
、
一
九
～
＝
年
六
月
二
五

　
日
、
七
頁
。

⑰
淵
澤
能
恵
「
朝
鮮
に
お
け
る
女
子
教
育
」
『
聴
入
新
報
』
第
二
四
〇
号
、
一
九

　
一
七
年
、
九
頁
。

⑱
趙
慶
喜
「
神
と
人
と
の
僕
－
教
へ
子
と
し
て
淵
澤
先
生
を
憶
ふ
i
」
槻
婦

　
女
薪
聞
㎞
第
一
八
六
二
号
、
一
九
三
六
年
二
月
一
六
日
、
七
頁
。

⑲
日
本
支
配
下
に
お
け
る
朝
鮮
人
の
心
理
的
変
化
に
つ
い
て
は
、
拙
著
、
前
掲
書
、

　
二
〇
〇
五
年
を
参
照
。

⑳
「
朝
鮮
女
性
最
初
の
文
学
士
趙
慶
喜
女
史
」
『
婦
女
新
聞
』
第
一
七
〇
八
号
、

　
一
九
三
三
年
三
月
五
日
、
九
頁
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
で
は
、
植
民
地
朝
鮮
に
渡
っ
た
日
本
人
女
教
員
を
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
と
し
て
捉
え
、
日
本
人
女
教
員
を
朝
鮮
に
送
り
出

す
帝
国
内
部
の
認
識
や
日
本
人
女
教
員
自
身
の
意
識
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
た
。

　
第
一
章
で
は
、
日
本
女
性
は
朝
鮮
で
自
ら
何
を
見
て
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
た
か
を
分
析
し
、
彼
女
た
ち
の
中
で
芽
生
え
た
朝
鮮
認
識
・
帝

国
意
識
を
論
じ
た
。
朝
鮮
に
渡
り
、
自
身
の
目
で
見
た
朝
鮮
に
つ
い
て
書
き
記
し
た
日
本
女
性
は
、
政
治
家
・
官
僚
・
企
業
下
等
の
妻
と
し
て

朝
鮮
に
渡
っ
た
人
か
、
自
ら
朝
鮮
で
活
動
し
た
人
（
学
校
設
立
者
・
教
員
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
・
視
察
に
渡
っ
た
人
・
旅
行
者
等
で
あ
っ
た
。
彼

女
ら
は
、
遅
れ
た
朝
鮮
・
野
蛮
な
朝
鮮
人
（
頑
固
で
無
礼
で
怠
け
者
で
不
潔
な
朝
鮮
人
、
秩
序
意
識
も
公
共
意
識
も
国
民
意
識
も
持
ち
得
て
い
な
い
遅
れ

た
朝
鮮
人
）
に
つ
い
て
書
き
記
し
て
お
り
、
そ
の
遅
れ
た
朝
鮮
人
、
と
り
わ
け
朝
鮮
女
性
を
姉
意
識
か
ら
教
え
導
く
、
「
帝
国
の
女
性
」
の
新
し

い
自
己
認
識
を
生
み
だ
し
た
。
従
来
に
は
、
戦
前
に
女
性
運
動
家
と
し
て
名
を
挙
げ
た
日
本
女
性
た
ち
は
、
い
か
に
日
本
の
植
民
地
支
配
を
肯

定
的
に
と
ら
え
、
そ
れ
に
加
担
し
た
か
の
問
題
が
主
に
検
証
さ
れ
た
が
、
本
稿
で
は
、
明
治
末
期
を
中
心
に
、
教
育
の
あ
る
日
本
女
性
に
限
ら

れ
る
が
、
彼
女
ら
の
間
に
広
が
っ
た
帝
国
意
識
を
分
析
し
、
そ
の
認
識
こ
そ
が
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
と
し
て
の
日
本
人
女
教
員
を
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生
み
だ
す
土
壌
で
あ
り
、
帝
国
の
力
量
で
あ
る
と
論
じ
た
。

　
第
二
章
で
は
、
日
本
人
女
教
員
は
朝
鮮
に
ど
れ
ほ
ど
い
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
併
合
前
に
富
公
立
の
小
学
校
や
高
等
女
学
校
（
朝
鮮
人
学

校
と
臼
本
人
学
校
の
両
方
）
に
里
数
十
人
程
度
の
日
本
人
女
教
員
が
教
え
て
い
た
が
、
　
一
九
四
三
年
に
は
四
五
〇
〇
人
以
上
（
私
立
学
校
も
入
れ

て
）
に
達
し
た
。
特
に
、
女
子
申
等
教
育
機
関
に
お
い
て
日
本
入
女
教
員
数
が
朝
鮮
人
女
教
員
数
を
増
し
て
お
り
、
朝
鮮
人
女
子
生
徒
は
日
本

人
女
教
員
の
影
響
を
よ
り
強
く
受
け
る
環
境
下
に
置
か
れ
て
い
た
。

　
第
三
章
で
は
、
日
本
の
朝
鮮
支
配
の
拡
大
に
よ
っ
て
遅
れ
た
朝
鮮
・
野
蛮
な
朝
鮮
人
を
誰
が
教
え
導
く
か
の
問
題
が
浮
上
す
る
中
で
、
日
本

人
女
教
員
は
ど
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
考
え
ら
れ
朝
鮮
に
送
ら
れ
た
か
、
そ
し
て
彼
女
ら
の
意
識
と
役
割
は
何
だ
っ
た
か
を
分
析
し
た
。
史
料

的
な
制
約
は
あ
る
が
、
彼
女
ら
は
、
日
本
社
会
の
期
待
に
お
い
て
、
ま
た
自
己
認
識
に
お
い
て
、
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
に
他
な
ら

な
い
。
彼
女
ら
は
、
近
代
的
学
校
と
い
う
場
で
、
朝
鮮
を
後
進
・
野
蛮
と
い
う
罪
か
ら
救
い
だ
す
文
明
の
「
福
音
」
を
片
手
に
あ
ら
わ
れ
、
文

明
の
魅
力
と
人
の
「
善
良
さ
」
で
朝
鮮
人
の
子
ど
も
や
親
た
ち
を
惹
き
つ
け
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
あ
か
ら
さ
ま
に
、

帝
国
の
様
々
な
教
え
や
価
値
を
広
め
よ
う
と
し
た
の
だ
。

　
本
稿
で
は
、
帝
国
に
お
け
る
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
論
と
日
本
女
性
の
役
割
論
に
結
び
つ
け
、
日
本
人
女
教
員
が
遅
れ
た
朝
鮮
人

を
教
え
導
く
コ
ロ
ニ
ア
ル
こ
・
、
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
と
し
て
い
か
に
認
識
さ
れ
、
送
ら
れ
た
か
を
論
じ
た
。
他
民
族
・
他
国
家
を
包
摂
し
て
展
開
し

た
日
本
帝
国
が
備
え
る
帝
国
の
担
い
手
論
に
お
い
て
、
日
本
人
女
教
員
は
ど
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
か
を
検
討
し
よ
う

と
し
た
。
当
時
の
帝
国
論
ま
た
は
帝
国
の
担
い
画
論
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
主
に
女
性
む
け
の
週
刊
誌
・
雑
誌
・
同
窓
会
機
関
紙
の
資
料
を
用

い
て
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
論
を
取
り
上
げ
た
が
、
今
後
、
帝
国
に
お
け
る
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
論
の
生
成
と
展
開
に

つ
い
て
は
も
と
よ
り
、
帝
国
の
形
成
と
共
に
台
頭
し
た
帝
国
の
撫
い
余
論
の
全
般
に
つ
い
て
、
資
料
と
内
容
の
両
面
か
ら
幅
広
く
究
明
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筑
波
大
学
大
学
院
講
師
）
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Hokkaido　continued　till　1937．

　　　　Missionaries　in　Colonial　Korea：

The　Case　of　Japanese　Female　Teachers

　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　PARK　Sunmi

　　In　this　paper，　1　analyze　Japanese　female　teachers　who　traveled　to　colonlal

Korea　as　colonial　missionaries　based　on　viewpoint　that　recognizes　the

imperialist　se面me就s　that　motivated宅he　Japanese　women　who　can　be

regarded　as　upholding　the　Japanese　empire．　ln　section　one，　which　deals　with

the　period　from　the　early　1900s　to　just　after　the　annexation　of　Korea　by

Japan，　1　clarify　what　the　Japanese　women　saw　in　Korea　and　how　they

perceived　it．　ln　section　two，　1　examine　the　numbers　of　Japanese　female

teachers　there　were　in　Korea　at　the　end　of　the　Joseon　era　and　under　the

Japanese　occupation．　Lastly，　in　section　three，　1　analyze　how　Japanese　female

teachers　can　be　considered　as　upholding　the　Japanese　empire　when　facing

difficult　problems，　such　as　who　would　lead　undeveloped　Korea　and　teach　the

uncivilized　people　who　lived　there　as　we｝1　as　the　consciousness　of　the

teachers　and　their　role　in　colonlal　Korea．

The　Proximity　Principle　and　the　Movement　of　Waste

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　WATANABE　Kohei

　　The　generation　of　waste　is　almost　inevitable　in　daily　life　as　well　as　in

commercial　activities．　Historically，　waste　was　dealt　with　on　site　where　it　had

been　generated，　but　wlth　the　advent　of　urbaRisation　and　increased　use　of

materials　that　are　difficuJt　to　deai　with　on　site，　waste　has　come　to　be

collected，　transported，　and　treated　at　dedicated　facilities．　ln　most　of　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　264　）


